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英語の不定詞に見られる

主格的機能の発達

山川喜久男

1　概 観

　1近代英語において，不定詞（ln飴itive）が統語上副詞的にある

いは形容詞的に従属的機能を果たす揚合ばかりでなく，名詞的に他動

詞の目的語となり，あるいは述語動詞の主語や名詞対等の叙述語

（Predicative）として用いられる揚合にも，前置詞toを伴なった形

式で表現されるのが普通である　この形式の不定詞が文中の動詞的ま

たは名詞的な機能単位に対して従属的に関係することは，toという

前置詞の本質的機能を考えれば，異とするに足らない。しかしtoを

伴なう不定詞が名詞的機能を果たすということは，toの無機化を示

すものであり，英語の不定詞について歴史的省察の対象となるべき問

題をはらんでいる．

　ただ名詞的と言っても，不定詞が他動詞の目的語と見なされる揚合

は，その機能の発生は自動詞に対する本来の副詞的機能からの推移と

して了解される。たとえば，ω）He　proceeds哲o　sp8齢とゐ）He

c五〇〇se“03pθ酩とを上ヒ較すれば，α）のto　speakは自動詞pro－

ceedsに対する目的方向の意を示す本来の副詞性を備えているが，δ）

のtospeakは記述的には他動詞choosesに対する目的語であると言

われる．しかし二つの文におけるto　speakの本質的機能は一元的な

ものであり，α）からゐ）に至る推移はきわめて漸進的で自然なもので

あることが知られる．
　　　㌧
　こ・れに対し，不定詞が主語となりまたは名詞的な主絡叙述語となる

揚合には，不定詞はもとの従属的資格から超脱して新たに主格的な他

位に立ち直ったものである。もっとも主語と解される揚合にも，近代
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英語では，そのまま文頭の主語の位置に表現されないで，形式的なit

で始まる文の述部の後にその不定詞が配置されることが多い。この揚

合には，不定詞は往々述語動詞や叙述語の後に従うという語順上の制

約を受けて，おのずとその従属的な潜在性を発露することがある．一

般的に言って，不定詞が完全に本来の性格を捨てて名詞性を発揮しう

るのは，述語動詞に先立った位置に表現される揚合であり，それこそ

歴史的発達の一つの極点を示すものである．また不定詞が述語動詞の

あとであっても，beなどの繋合詞（Copula）を介して主語と実質的

に対等の機能をもつ叙述語となっている時は，文頭における主語の揚

合と同様に，不定詞の名詞性発達の著しい現象として取り上げられる・

（もち論，これと外形上は同じでも，I　am　not60δZα膨とかWhat

isむoゐθoo吼80f　her　Pのように，不定詞がbeと意味上融合し，法的

（Moda1）な含蓄をもつ種類の表現は，ここで考えている範曉に属し

ない．）

　一方toを伴わない単独な不定詞そのものは，助動詞と結合したり，

特定の種類の他動詞に従って目的語と接したりする構造や，その他特

殊な慣用的表現の中に，見受けられる．これらは不定詞そのものの起

原的な名詞的性格の名残を留めるものではあるが，ほとんど抽象化し

た動詞の意義素だけを端的に表出するようになっているもので，上に

述べたtoを伴なう不定詞の名詞化に対照して言えぱ，不定詞の歴史

の一次的段階にあるものと言うべきである，

　英語におけるこれら2種の形式の不定詞を，近代英語（ModemEng－

1ish）の立揚からJespersenのように，それぞれ“To－inHnitive”，

“Bare　innnitive”と名付けることは便利である．しかし本稿では，

歴史的ならびに比較的観点から，以下これをr前置詞付き不定詞」

（Prepositional　in6nitive）とr単純不定詞」（Simple　inβnitive）

と，称することにする．英語において，前置詞付き不定詞は黒くから

単純不定詞を差しおき，それを動詞的複合構造という一層ふさわしい

領域に残留させたまま，統語上主格名詞対等の自立的機能を確立する

ようになった．こういう不定詞の歴史としてはいわば二次的な発達過
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程を，古英語（01d　English）と中英語（Middle　English）における

具体的現象に照らして観察してみようというのが，本稿の主旨である．

　2　本来印欧語における不定詞は動詞の語幹を基にして発生した一

種の抽象名詞であった。それは印欧祖語では　＊一〇nomの語尾で終わ

る形態のものであったが，この語形は中性名詞の単数形における対格

（Accusative　case）の固定したものと見なされている．印欧祖語の

＊一〇nomは＊一anamを経て，ゲルマン語派のゴート語では一anに短
　　　　（1）
縮されたが，古高ドイツ語（01dHigh　German）や古英語では，こ

の一anに終わる形態が基幹的なものと見なされ，これを主格（Nomina－

tive　case）と対格に共通な格とし，それに対し与格（Dative　case）

に屈折された形態が，古高ドイツ語ではzaまたはzi（＞zu），古英

語ではtoという前置詞の後に表現された，英語の揚合，不定詞に主

格・対格としてのsprecan（＞speak）と与格としてのto　sprecenne

（oγsprecanne）（＞to　speak）という2種の形態が存在したわけで

ある．このうち主格・対格に当たる形式の方は，実際には無格化して，

主として動詞的複合構造の中に潜入し，統語的単位として自立性の欠

くものとなったが，与格の形式はその機能を著しく変え，統語上主格

の任にも当たりうる明析な単位となりおおせたのである．

　不定詞が統語上自立的で特徴のある機能に耐えられるのは前置詞付

きの形式によってであるという現状は，単に英語に限って言えること

ではない．上に触れたドイツ語ではzuを伴なった形式がほとんど同

様な用法を確立しており，・マンス語派のフランス語でも，deが不

定詞に対しあたかも後接的（Proclitic）な要素のように密着して，ほ

ぼ同様な機能を賦与している．ただ英語のtoはドイツ語のzuやフ

ランス語のdeに比べ無機化の程度が一層進んでいることに，注意す

べきである・具体言語によるこの程度の相違は，各言語の構造一般の

特質と歴史上の特殊事情に帰因するものであるが，次に英語の現象に

おける特徴的な面を明らかにするために，ドイツ語とフランス語の現

（1）　Cf・Krahe，（787㎜π‘50んβ8Pγα履互zぴ‘558π50互α∫‘IL§83．1；Priebsch＆Collinson，Tん8

σθ7・狐πLαπ9賢σ98§50
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象を対照的に瞥見したいと思う．・

　3　まずドイッ語について言えば，特に中高ドイツ語の時期以来，

前置詞ze（＜OH（｝～乞，～α）がその原義的機能を弱め，次第にそれに

導かれる前置詞付き不定詞が，自立的用法としては単純不定詞に取っ

て代わるようになった．この過程は英語の揚合に類似しているけれど

も，ドイツ語の方がその程度においてはるかに緩漫である．近代にお

いても，次のように単純不定詞が主語として用いられる例は，英語の

揚合よりも頻繁に見受けられる。

　　・・es　ist　so　schwer，im　Freunde　sicll”θ冠α肌mθη．一Goete，in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　der　Weimarer　Ausgabe，X．175（q．Behaghe1）。（＝it　is　so　hard

　to　con（1emn　oneself　in　the　friend・）！Ungeliebt　durchs　Leben

　gθ舵π，ist　mehr　als　Missgesc垣ck，est　lst　Sc五uld．一Ebner一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　Eschenbach，Uπs伽舶α7v（q．Curme）．（＝To　go　unbeloved

　t五rough　life　is　more　than　a　misfortune，it　is　a　fault．）

しかし単純不定詞のこの用法は，普遍的真理に関する命題的な陳述文
　　　　　　　　　　（3）
に局限される傾向があり，一般的な表現法とは言えないようである．

Curme（op．醗．）は，またそれは今日特に短いきびきびした諺・格言

に類する文に多く見られると説いているが，σ伽πist　seliger　als

乖ん肌飢（ニGiving　is　happieT　than　taking）におけるような行為の

抽象概念を表わす名詞化した単純不定詞が，その端的な例となる．

Geben，Nehmenは綴字上でも大文字で書き始められていて，・不定詞

の名詞的本質を外形上に再現したものであるが，英語にはこれに相当

する不定詞の性能が見られず，その代りにgiving，takingという動

名詞（Gerund）が用いられていることに，注意される．

　ドイツ語と英言吾に見られるこの相違は，二つの事情に帰せられる．

一つには，英語にあっては，中英語期以来一般の屈折組織の崩壊につ

れて，不定詞もその新たに獲得した統語的自立性を明確に発揮する上

（1）　Behaghe1，1）8秘哲36ん8Sびη‘ατrII。§731）　による．

（2）　Curme，4σγα肌観αγ夢むん8Gr87撹απLαπg批αg8（p．275）　による。

（3）Cf．Regula，σγ観d吻砿9観4σ7観吻70ゐ♂8聯d8γS3π伽§5211。
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に，前置詞付きという分析形式の必要度が，ドイツ語の揚合に比ぺ大

きかったことである，今一つには，古英語の純粋な名詞である一ung

形に由来する動名詞が，その名詞としての性質を保持しながらも，中

英語以来次第に動詞的な統語能力をも発達させ，しかも名詞的概念の

表現としては不定詞よりも適切で簡便な手段となっている事実を，指

摘しうる。

　4次にフランス語の不定詞を導く最も普通な前置詞のdeは，も

と起原・発端を示した語で，その不定詞との結合形はラテン語におけ

る動名詞（Gerundium）の属格（Genitive　case）の表わす意味関係
　　　　　　　　　　（1）
を引き継いだものであった．すなわちBonne　chose　est♂αppγ8π47θ

のような文では，その原義が“Agoodthingcomesfromleaming”

であり，d’apprendreは属格としての意味機能をもつものであったが，

それが次第に薄れて，文全体が“Leaming　is　a　good　thing”を意

味するようになり，d’apprendreは単なるapprendreと等値の表現

と見なされる結果となった．このdeの無機化の過程は古フランス語

（01d　Frenc五）の時期から自然に漸進的に醸成し，14，5世紀の中フ

ランス語（MiddleFrench）の時期には，まずceやi1を形式上の

主語とする文の述部の後に際立って見られるようになり，次いで16

世紀には述語動詞に先立つ主語としてもdeによる前置詞付き不定詞
　　　　　　　　（2）
が一般化するに至った。しかし今日でもなお，特に行為の抽象的な一

般概念に関する陳述には，単純不定詞が，1晩η6乞7est　une　honte（＝

Lying　is　a　shame）／D乞7θet∫α乞7θsont　deux（＝saying　is　one

thing，doing　anot五er）／メ4ゐ％sθγゴest　pas％sθγ（＝Abuse　is　not　use）

のように，普通に用いられる．ここにも，前節でドイツ語について述

ぺたと同様な，英語の場合との明らかな対照を見ることができる．

　以上略述したところから知られるように，英語の前置詞付き不定詞

はドィツ語やフランス語のそれに比ぺ，特に大きく発展すべき素地に

恵まれ，主格的機能にも確固とした地歩を占めるようになったわけで

（1）Cf。Ewert，TんεF7θπめLαπ9照98§296。

（2）　Cf。Brunot，H巳5孟σ乞7θ4θτα‘απg篇θ∫7απgαガ38【彦θ30γ5gηθ8鹿ヱ9001．p．475，II．p．458．
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ある．しかし近代英語におけるこの前置詞付き不定詞の優位も，やは

り古英語から中英語にわたる単純不定詞との拮抗の結果，礎き上げら

れたものである，以下，少しく英語史の内状に立ち入って，2種の形

式の不定詞が各種の構造においてそれぞれの適応分野を求めながら，

発展し淘汰された経過を，具体的に眺めて行こうと思う．

H　古英語の現象

　5　大よそ11世紀末までの古英語期において，すでに前置詞付き

不定詞の方が単純不定詞よりもはるかに多く，主格的機能を帯びて文

の主語や名詞的叙述語として用いられている．Morgan　Callaway，Jr．

の綿密周到な研究丁舵∫彫π伽”8伽五冗g乙o－Sα¢oπ（Washington，1913）

によれば，古英語における主語および名詞的叙述語の用例は総数378

のうち，単純不定詞が113，前置詞付き不定詞が265であるという，
　　　　　　　　　　　　　　　（1）
つまり前者30％後者70％の割である．屈折組織を具備していた古

英語において，もともと与格で統語上副詞的であるべき形態の前置詞

付き不定詞が主格的機能を賦与されることが多かったという事実には，

次のような作因が考えられる．それは一口に言って，古英語の構文上

の特質に帰せられる．不定詞の表わす行為や状態に関連した陳述には，

主部と述部とからなる命題的な文形式よりも，いきなり事態の経過や

判断の賓述を表出し，そのあとにそれに対する行為者や主材となる行

為や状態の表現を追加しようという，具体的で追叙的な構文法が，一

面の著しい傾向として注目されるのである、結果としては，非人称的

（lmpersona1）構文をなし，行為者を表現する必要のある揚合は，

人を示す（代）名詞と共に，不定詞は従属的な形態をとって，叙述語

や述語動詞のあとに表現されるということになる．このように，不定

詞が前置詞付きの形式をなすことと同時に，叙述語や述語動詞のあと

（1）　もっともCallawayが主謡として考察の範囲内に入れたもののうちには，本質的には主語と言

うべきてはなく，むしろ叙述語や述語動詞に対し従属的な関係にあると見なすべきものも含まれてい

る．しかしそのよ5に用いられた不定詞が論理的に主語と意識されうるという点こそ，ここに問題と

する通時的変遷の契機をなすものである．以下本章での考証はCallawayによるところが多かった

が，そのほか引例にっいては，Emst　w侃6ng，1）昭S“撹α¢鵬d6π昭8沈6π，夢％48庇3

Grγos58πII，1，（Bonn71897）にも準拠した。
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に配置されることが多いという事実も，英語の構文上における特質の

反映として注意される．そして近代英語において大きな特徴をなして

いる形式上の主語としてのit（＜OE儲）の表現も，上に述べた不定

詞の後置という傾向の随伴的現象に過ぎない．

　以下本章およぴ次章における記述を，問題となる構造の種類に従っ

て，次の順に進めることとする．

　（1）主語

　（A）単純不定詞

　（B）　前置詞付き不定詞

　（II）名詞的主格叙述語

このうち，（IA）と（IB）を分けて，

　（a）不定詞が叙述語または述語動詞のあとに置かれる揚合

　（a’）it（またはt五at）を形式上の主言吾とする揚合’

　（b）不定詞が述語動詞に先立つ揚合

とし，さらに（IAa），（IAa’），（IBa）およぴ（IBa’）を，次の2種に

分ける．

　（i）述部がrbe＋叙述形容詞（または叙述（代）名詞）」の揚合

　（ii）述語動詞が非人称動詞の揚合

（1）主　　語

　　　　　　　　　（A）単純不定詞
　6　（ai）不定詞がrbeon＋叙述形容詞」のあとに置かれる場合

古英語でも単純不定詞が文の主語と考えられる揚合は，一般に少なく，

それと共に述部に用いられる動詞や形容詞もがなり局限されている．

そのうち述部が「beon（＞ben，be）＋叙述形容詞」・からなる構造に属

する例としては，

　　（1）…betere6e　is　mid　anum　eagan　gαπon　Godes　rice，60me

　tw亀）eaganh記bbe且desyawo「p？nonhellefyち”一A・一S・

　Gosp．，面擁ix．47。（＝it　is　better　for　you　to　go　into　the

（1）　Bosworth＆Waring2ed，，丁為6（70直臨o硫d4軌g♂o．S¢zoπσ03μ♂3伽pαγα3‘8呂oo砿肌π3
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　　kingdom　of　God　wit五〇ne　eye　than　to　be　cast　into　lle11丘τe
　　　　　　　　　　　（1）
　　11aving　two　eyes．）（L：…bonum　est　tibi　luscum猟70卿in

　　τegnum　Dei，quam　duos　oculos　habentem　mitti　in　gehennam

　　ignis，…）

が挙げられる。この例からは，単純不定詞の用法はラテン語のそれに
　　　　　　　　　　（2）
準じたものと知られるが，Callaway（op6¢孟，p、183）は，一般に前置

詞付き不定詞の同じ構造における用法と共に，古英語本来の慣用であ

ると推定している．注意されるのは，不定詞gan　と平行的な位置に

ある60me（＝than）以下の節中のsy（＜sie）が仮定法の定形をな

し，ラテン語のmitti（不定詞mittereの受動形）とも相応していな

いことである，このことは，英語における不定詞の受動形が当時まだ

成熟し切っていないことを物語っているが，同じ聖書の箇所に当る文

が，Nappier’s　A（1ditions　to　Thorpeンs　edition　of　Tんθ温o痂Zゼθ3（ゾ

田Zノγfo（CI．322）（q．C＆11away）では，

　　　（2〉一selre6e　bi6anege（ie／1αレγαπto　heofonan　rice，　60nne

　　mid　twam　eagumδ80ηawoτpen　on　ece　susle（＝etemal　tor－

　　ment）．

と，60nneの後にも受動態を形成する不定詞のbeonが用いられている．

　なお（1）（2）共，関係する人の表現は叙述形容詞の後に6eという

与格形の代名詞によってなされている．この従属的な与格（または時

に対格）形の（代）名詞の用法は，この後中英語期にまで維持されて

いるが，共に用いられる不定詞の従属的本質と関連して，注意される

べきものである．

　7　（ii）述語動詞が非人称動言司の場合　単純不定詞の用例として

観疏抗θ∬67ε乞o”‘ゾ物o～多∬θαπ己丁写η磁あのANGLO－SAXON（995）欄を指す・以下本

稿に引用するAnglo－Saxon訳およびWyc1縦e訳の聖書の文はすべて同著による．

（1）以下Anglo・Saxo且訳の聖書の引用文には，参考のためラテン語訳を付記する。テキストは
β晒房αSα07‘z，τ包Zg‘z亡のθ読麗o伽3，S働毎　7Poπ‘々茜o乞3五毎餌77冨，」％35錫7レ8009π記α，8置σ♂8η乞8ル

ε乞5γ111ヲα秘0オor髭αε8ε4鉱αによる．

（2）　ただし同じAnglo－Saxon訳ても・（1）と内容の重複している届α肱xviiL9では，次のよ

　うにganに相当する部分か前置詞付き不定詞のto　ganneとなって，（B乱i）型の構造をなしてい

　る（cf，§8（6）），Betereδe　ys　mld　anum　eage　on　life（昌into　llfe）ご09απ鶴8，60nne

Ou　sl　mid　twam　asend（＝sent）on　helle　fyr，
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は，前節に述べた（i）の揚合よりも多く見受けられる．

　　　　　（1）Nemeahtehiegewurδanweallst記nenneupf。rδ伽一

　　　　伽π・…一伽θs乞s1075－6。（＝lts・hapPenedt五attheyc・uld

　　　not　build　up　the　stone　wa11．）／（2〉一P五arisei…五ine　axodon，

　　　Hw記δer　alyfpおnegum　men　his　wif／bπ観απP－A．一S．Gosp．，

　　　跡α沈x．2。（＝The：Pharisees　asked　him　whetller　any　man

　　　shou1（i　be　allowed　to　leave　his　wife．）（L：＿pharisa∋i　inteπo－

　　　gabant　eum：Si　licet　viro　uxorem4観薦87θ，＿）／（3）Hu　ne

　　　gebyrede6e　gθ漉Z魏観6inum　efen－peowan，swa　swa　ic6e

　　　gemiltsode　P－A。一S，Gosp．，伽π．xviii．33．（＃Was　it　not

　　　fitting　for　you　to　have　mercy　on　your　fellow・servant，as　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ナ
　　　have　mercy　on　you　P）（L　l　Nome　ergo　oportuit　et　te7π乞s8γ餌

　　　conservi　tui，sicut　et　ego　tui　misertus　sum～）／（4）…6e　ge－

　　　dafena6abbot　zosimus　for　me　and　for　eallum　gθδ¢醐観一一

　　　田碗巴o’5ヱン吻θ30ヅSα乞πカ3xxIIIB（III．18．260－1）．（＝it　befits

　　　you，Abbot　Zosimus，to　pray　for　me　and　for　a11．）／（5）…11ie

　　　ne　anhaga6nane　wuht　nytwieτ6es40π．一（ヌγθgo7写，5Pα3ご07αZ

　　　Oαγ8xL（288・16）・（＝theyhaven・inclinati・nt・d・anything

　　　usefu1・）／（6）Geat　unigmetes　we1，rofne　randwigan一γ観απ

　　　1ystel…一Bθoω％び1792－3，（＝Geat，the　brave　warτior，was

　　　excee〔iingly　pleased　to　rest。）

　　これらの例では，それぞれgewllr6an（＝happen），alyfan（＝be

a11・wed）・gebyrian（一be血tting），gedafenian（ニbe飢ting），an－

hagian（＝please），1ystan（ニplease）（そのうちgebyτianと1ystan

を除いて他はみな古英語期末までに廃用になっている）という非人称

動詞が単純不定詞を従えているが，前節の（1）（2）の揚合同様，同時

に与格または，（5）と（6）のように，対格の人を示す付加語をも伴な

っている．それは近代英語ではforに先立たれて分析化されると共に，

（1）teは対絡・ラテン語のoportere（昌be　proper，beむove）はr対格十不定詞」の構造を従
　える（cf．§9（2））．
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叙述語や述語動詞よりも不定詞の方に引き付けられて行く運命にある・

一方単純不定詞は主格としての形態を保持し，論理的にも主語として

の十分の資格を備えているように見える．しかし語順の上で，（6）を

除き，いずれも非人称動詞のあと1こ置かれ，実質的にはむしろそれに

従属的に接合していると言えるものである．（6）でも…78s6㈱1yste

という語順は，詩における頭韻（A皿teration）の制約による結果に

過ぎない．こういう語感からすれば，この種の構造における単純不定

詞は非人称動詞に対する主語というよりは，むしろ発生的な対格とし

ての従属的性格を潜めているものであり，それが一方において後に前

置詞付き不定詞に置き代えられるというのも，その潜在性が顕現され

たものと言うこともできる．単純不定詞から前置詞付き不定詞への推

移は，言わぱ不定詞が非人称動詞の支配を脱して・主格的性質を明示

するに至る過程である．従って上に述ぺた人を示す斜格の（代）名詞

と同じく，不定詞も従属的から主格的へという道を辿るようになった

と見なすことができるのである．

　他方においてはまた，非人称動詞に従う単純不定詞は，その本来の

従属性を強めて定形動詞である非人称動詞と融合し，後者が次第に人

称的（Persona1）な構造に用いられるようになるにつれて，それを助

動詞とする本動詞としての性格を帯びるようになる，この過程は中英

語の後期に現われてくるのであるが，古英語におけるこの種の単純不

定詞は，自立性への脱皮か，従属性への潜入かの，二つの可能性をは

らんでいるわけである．

　古英語における単純不定詞は，叙述形容詞に従うにせよ，非人称動

詞に従うにせよ，hit（＝it）を形式上の主語とする構文に現われるこ

とが滅多にないということも，上に述べた性格に関連して考えられる。

hitの表現は，あとに続く不定詞がかなり明確に名詞的機能の単位と

して意識された揚合に，それと呼応して生じる現象である．古英語で

は，中英語以後に比べ，この形式的な代名詞は前置詞付き不定詞とも

一般に用いられることが少ないが，ことにその性格が安定せず，多分

に浮動的な段階にある単純不定詞と関係しては，自然表現される機会
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　　　　　　　　　　　（1）
を持ちにくいわけである．

　　　　　　　　　　（B）　前置詞付き不定詞

　8　（ai）不定詞がrbeon＋叙述形容詞（または叙述名詞）」のあと

に置かれる場合　一般に古英語で文の主語と考えられる不定詞として

は，前置詞付き不定詞の方が単純不定詞よりもはるかに多く見られる。

前置詞付き不定詞は，形態上でも通例toのあとに一nneで終わる明確

な与格形の付いた形式で表現されている．表題の構造では，本来前置

詞付き不定詞はその与格の意味機能によって形容詞の表わす性質状態

の適応される方向を指定（Speci伽ation）するものであった。しかし

構文中における各単位間の疎密さが自然に推移して，不定詞が形容詞

から分離して考えられ，それに対して主語としての関係にあるものと

意識されるようになった，この機能関係の推移の結果は，すでに古英

語に現われているが，次にその点に注意しながら用例を眺めてみよう．

　　　（1）NgP£ty6eby6オ・δ磯・ππθ…一βθ・ω岬1002－3．（一lt

　　is　never　easy　to　escape　that，乞．8．death．）／（2〉一him　leofre

　　wIes　se　cristendom亡oゐ89α肌8至onne　his　scira60んαδδαπηθ。

　　一〇γo語％3vL　xxxi（286．7－9）．（＝it　was　more　preferable　for

　　him　to　worship　the　christianity　than　to　have　his　o伍ce．）！

　　（3）…11im　w記s　la6‘oα呪解γθπθhis　agenne　folgaδ．一ノ4πgZo－

　　Sαのoπ0んγo幅oZθ，E1048，（＝it　was　lothsome　for　him　to　spoil

　　his　own　earldom。）／（4）…δeah　bi6giet　earfo6reξelcne　on

　　sundrum‘o　Z僻硫πθ，…一〇78goぜ3Pαs60γαZσαγεLxl（455．

　　5－6）・（一yetitisstillm・redi缶cultt・teachthemallsep－

　　arately．）／（5）For6a∋m　is　gesceadwislice　to6enceanne　hwe1－

　　cu皿tidum　him　gecopust　sieごo　spγθoαππ8，…一乃掘．xxvIII

　　（274。17－18）．（＝Therefore　he　is　sagacious　ellough　to　consider

（1）Callaway（op，o紘p，15）とW費1丘ng（op、o‘亡．p．195）と1こ見出される一つすつの（Aa’ii）

型の用例を次に記しておく・ただし（2）のhitはhabbanの目的語とも解されるものである．（1）

　acん鉱ne　fremede　him　swa　g8doπ．一電1frlc，∬o煽‘‘831．394．（禺buしit　d三d　notben喝

e且t　him　to（10so・）（cf・§9（11））ノ（2）hu　ne　bi聾記1c　mon　genog　e“rm　p肥s　Oe　he

n㌍fp700nne扉ごhim　lystゐαゐ6απ．一βoε置耐鉱3142．9。（胃how　nobody　ls　so　wretched

because　he　has　not　something　when　he　wishes　to　have琵．）
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　　w五en　it　is　most　suitable　for　him　to　speak，）／（6）…god　ys　us

　　her哲oゐθoππθ．一A，一S．Gosp．，跡α麗．xvii．4．（＝it　is　good　for

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　us　to　bじ五ere．）（L：…bonum　est　nos　hicθ338∫…）／（7）・り・bio

　　6e　uni6e600伽乞αππθ＆60Z僻餓πθ，ge　fur6um6ina　agna

　　spra｝ca，…一（ヌ7θgoγ43Pα3むoγα乙0α7θxLvlv　（385、10－11）。（＝

　　1et　it　be五ard　for　you（乞．θ．donンt　be　rea（1y）to　ca王10ut　and

　　advise，even　in　youT　own　afモaifs．）

　このうち，（1）は不定詞を用いるこの種の構文の起原的本質を探る

のにふさわしい例である．問題は指示代名詞pおt（＝that）が主格で

あるか対格であるかにかかっているが，No　p蹴y6e　by6（＝That　is

never　easy）で一応完結した陳述と見なし，脚tを主語と見るのが，

原始的で素朴な表現過程に則した見方であろう．そのように考えれば，

そのあとのto　be且eomeは前のy6eの意味の適応方向を指定し，‘in

escaping’ほどの意で副詞的に追加された表現と見なすことができる。

しかし意味の上では脚tはbe且eonneの目的語の関係に当たるため，

両者が結ばれて纏まった観念を表わすとする見方も許されるようにな

る．このように，主語として把握される観念が具象的な「もの」から

抽象的なrこと」に移り，それだけ陳述様式が論理化するというのが，

統語法の変遷に見られる一般的動向である，現代英語でもHe　is　easy

ωZ乞”θwith（cf，πis　easyむo　Z乞”θwith　llim）やShe　is　hardむo

μθαsθのような表現があるが，ここに述べた原始的で具象的な統語法

の特質を論理と矛盾することなく今日まで伝えている例である，

　（2）（3）（4）は不定詞が他動詞でその目的語の関係に当たる語を伴

なっている点では（1）と同じ特徴を示している。ただ（1）と違って，

目的語の関係の名詞や代名詞が語順の上で不定詞に付着しており，統

語的推移の跡を明らかにしている．それでも（2）では不定詞と目的語

と解される3θcristendomが万o％cristendomとならずに，形態上

で主格であることを示している．至onneのあとで一層次の不定詞と密

（1）　ラテン語のnOSは対格（cf・π05‘3）・
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着している観のあるhis　sciraは女性複数形で主格であるか対格であ

るかは識別されないが，やはり構造上se　cristendomと対応した位

置にある点から，主格と見られるべきものであろう．しかし（3）とな

ると，語順の上でも形態上でもhis　agenπ8folga6がto　amyrrene

の目的語であることが明示されている．（4）のお1cπθは不定詞に先

立っているが，それが目的語として用いられたものであることが，形

態上から知られる。

　上に述べたことは，不定詞の意味上目的語に当たる語が発生的に文

の主語であったとする観点に立っているが，それとは別に，§7で述べ

たように，本来この種の構文は主語をもたない非人称的構文であると

する見方が一層本質的なものと考えられる．たとえば（3）のto

amyrrene　his　agenne　folga6を取って見ても，それは不定詞の目的

語を含みながら全体として纏まりのある句をなして，前の叙述形容詞

の1a6に対し従属的に追加された単位と見なされるのである．そして

（5）（6）（7）のような不定詞が自動詞である例については，一層この

見方が有力なものとなる．これらの例で叙述形容詞の後に添えられた

前置詞付き不定詞を文の主語と見るのは，近代的思考によって構文を

論理的に再構成した解釈に他ならない．不定詞の用法の本質を考える

につけて，古英語において不定詞がこの従属的な位置に前置詞付きの

形式で屈折形で表現されるという事実は，単に無機化した形骸の現わ

れとして見過ごすことができない．

　以上（1）から（7）までに挙げた例は叙述語として形容詞を含むも

のであるが，まれに叙述名詞が用いられている例も見受けられる，こ

れは往々語順上からその名詞が主語で不定詞が主格叙述語であると解

されもする（cf．§13）が，意味上からこの（Bai）型の範疇に属すべ

きであると考えられるものである。ここでも注意されるのは，不定詞

が前置詞付きの形式で現われ，潜在的に叙述名詞に対し従属的な意味

関係を暗示していることである．

　　（8）Nis　nan　earfo6nyssδam記1milltigan　gode…オoんθZpθ％πθ

　on　ge－feohte　andん8α♂磁η戸a6e　he　wile．一遭砂φ073L魏s　o∫
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　　Sα落η63xxv．308－310（III．86）　（＝lt　is　no　（1if資culty　to　the

　　Almighty　God　tQ　llelp　in　battle　and　support　those　wllom　He

　　wi11．）／（9）sorh　is　me哲o　s80gαππθon　sefan　minum　gumena

　　麗ngum，五wおt　me　Gren（1e1五afa6hyn600n　Heorote　mid　his

　　hetepancum，faうmi6a　gefreme（i　l…一B80ω包げ473－6．（＝It　is

　　sorrowful　for　me　to　tell　anyone　what　humillations　an（1

　　amictions　Grendel　has　given　me　with五is　hatred　in　Heorot．）

　　／（10）wundor　isごo　sθog㈱冗θ，hu　m止tig　God　mama　cyme

　　purh　si（1ne　sefan　snyttru　brytta6，eard　ond　eoflscipe　l・・一1配4．

　　1724－7．（ニlt　is　wonderful　to　say五〇w　mighty　God　generous－

　　1y　distributes　to　mankind　wisdomア1and　an（1rank）

　（9）と（10）で，論理的な主語はむしろhw蹴以下，hu以下の

名詞節で，その前の不定詞to　secgameは共に‘in　saying’の意で

叙述名詞に従属的に関係するものであるとは，上の（1）から（4）ま

でについての観察に準じて言えることである．ことにテキストで

hwa∋t，huの前にコンマが押され，休止を示していることから，一層

この解釈が妥当しているように思われる．しかしここでも注意すべき

ことは，論理的主語をどれと定めるにせよ，構文全体に非人称的な特

徴が顕著に認められることである，

　なお（8）の平行する二つの不定詞のうち，叙述語に近い位置にある

ものは前置詞付きの形式でto　helpenneと，あとにあるものは単純

形でhealdanと，なっている．これに相当する近代的現象は，中英

語以後で，たとえば§20（4）におけるように，toが等位的な二つの

不定詞に共通してかかっている表現に見られる．しかし屈折的段階に

ある古英語で，helpθππθ…healdωπという語尾形態の差が明示されて

いる事実については，また特別な見解を加える必要がある．すなわち

初めの不定詞は叙述語への本来の従属性をそのまま形態上に顕現して

いるのに対し，あとの不定詞は叙述語からの距離が大きくなるにつれ’，

その影響の範囲を脱して単純形で現われるようになったと，解される
　　　（1ノ

のである．



　　　　　　　　英語の不定詞に見られる主絡的機能の発達　　101

　9　（ii）述語動詞が非人称動詞の場合　古英語においては，不定

詞が非人称動詞に従う構造でも，前置詞付き不定詞が一層多く用いら

れている．前節で不定詞が叙述語に従う揚合も，非人称的構文の特徴

を備えるものであると述べたが，本節で観察する用例はそれを端的に

表明している．まず§7の（2）から（6）までにおけると同じalyf－

an，gebyri段n，gedafenian，anhagian，1ystanを述語動詞とする例

を挙げて，（Aaii）型の揚合と対照してみることにする．

　　（1）Alyf蚤gafu1‘03ッ磁ππε6am　Casere　P－A．一S．Gosp、，

　　温α誘xii．14．（＝ls　it　allowed　to　pay　tribute　to　Caesaτ？）
　　　　　　　（2）
　　（エ』：Licet4醜tributumc記sari…？）／（2）Megebyrapご・

　卿Ψ70α㈱θ6記s　weoτc6e　me　sende，…一A．一S．Gosp．，Jio加ix。

　4．（＝lt　behoves　me　to　work　the　works　of　him　who　sent

　me．）（L　l　Me　oportet　oPθ7αγ乞opera　ejus　qui　misit　me，…）／（3）

　王）e　gedafena6abbud　Zosimus60ゐ乞翻8ππ8＆nd哲oδZε6吻θπη8

　　＿＿濯Z術乞073　．乙吻θ3　φ　Sαzπオ3　xxIIIB（III．16．227－8）．（；lt

　be丘ts　you，Abbot　Zosimus，to　pray　and　bless。）／（4）…ic　ha3bbe

　nu　gegaderod　on　pyssere　bec　pIera　halgena　prowunga　p3

　me　to　onhagode　on　engliscオoαωθηdθπ8…一乃昭．，Pref．（1．4．

　36－38）。（＝I　have　now　collected　in　this　book　the　passions

　of　the　saints　which　I　was　pleased　to　translate　into　English．）

　／（5）…ic　gehwam　wille　p窺to　ta∋can　pe　hiene　his　lyst　ma60

　幅臨ππθ．一イ4Z捗θ♂s　Oγ03施3111，iii（102．24－25）。（＝I　will

　now　teach　anyone　that　desires　to　know　more　of　it．）

　特に（3）は§7（4）と比較されるべきであるが，一般に上の諸例

を§7（2）～（6）と対照して知られることは，不定詞が非人称動詞

に位置の上で一層接近していることである・不定詞の非人称動詞に対

（1）　この現象について，Callaway（op』髭，p，20鉦，）は同じく叙述語や述語動詞からの影響説を

採ってはいるが，叙述語や述語動詞から遠くにある単純不定詞の方が本来のものであり・近くにある

前置詞付き不定詞はその叙述語や述語動詞に非論理的に牽引された結果であるという，筆者とは違っ

た見方をしている．

（2）　ラテン語のdariは不定詞dare（rgive）の受動形。
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して本質的に潜めている従属性が，前置詞付きの形式によって顕現化

されていると言えよう。なお他の非人称動詞を含む例を挙げれぱ，

　　（6）…geutlageden，a　ealle　Fre且cisce　men…buton　swa　feala

　　swa　hig　ger記ddon　pおt　pam　cynge　gelicode　mid　himむo

　　ん励θππ8，…一オπgZ・一S鰯π0ん7・πガ・Zθ，C1052（180－2）．（＝they

　　outlawed　all　t五e　Frenchmen　except　as　many　as　they　deci（1ed

　　that　the　king　was　pleased　to　have　about　him．）／（7）Nu5e

　5eare　cunnon　hwεet　eow　P記s　on　sefan　selest　pinceむ0590写∂躍αππθ

　　・・一（7拠脚％げン3EZ8πθ531－3．（＝Now　you　know　clearly　what

　　seems　best　to　your　mind　to　revea1．）／（8）Gyf　hyt　swa　ys

　　6am　menn　mid　hys　wife，ne　frema，nanum　menn60τ〃猛θπηθ．

　　一A．一S．Gosp．，必嘘，xix，10．（＝If　it　is　so　between　man　and

　　wife，it　does　not　bene且t　any　man　to　marry．）（L　l　Si　ita　est

　　CaUSa五〇miniS　CUm　UxOre，nOn　expeditη⑳θγθ．）

　（6）の（ge）1ician（＝please）と（7）のpincan（＝seem）は，

それぞれ近代英語では1ike，thinkと人称動詞化して伝わっているが，

（8）のfremian（＝beneHt）は古英期末までに廃用となっている．

前の（4）（5）についても言えることであるが，（6）（7）のように，不

定詞が他動詞の揚合には，その意味上の目的語に当たる語（（4）では

pe，（5）ではma，（6）ではp蹴，（7）ではhw蹴）を非人称動詞の

主語と見れば，不定詞はラテン語の動詞状形容詞（Gerundive）と同

様，受動的意味を含んで前の陳述を限定する機能のものと解される，

特に（7）のto5ecy6anneにはそのような補足語的な性質が濃く感

ぜられる，

　10（a’i）hit（またはpa｝t）を形式上の主語とし，述部がrbeon

＋叙述形容詞（または叙述（代）名詞）」の場合　§§8，9に観察した

用例では，みな前置詞付き不定詞が叙述語または述語動詞のあとに表

現されて，多分に補足語的な副詞要素としての本質を構造上に具現し

ている．それはいわば主語なしに始まる陳述のあとに添えられて，お

のずと意味上主語の関係にあるものと意識されるようになるのであり，

o
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もともと非人称的構文を構成する一要素である，しかしこの種の構文

にも，一応形式的に主語を表現する手段が採られることがある．それ

はいきなり文頭に立たなければならない叙述語や述語動詞の支柱とな

り，文としての形式的均衡を保全するために，hitを主語の位置に表

現することである，結局あとに置かれた前置詞付き不定詞が主語と意

識される時，その不定詞はhitに対し同格であると考えられることと

なる．英語の統語法が後にr主語＋述語動詞」の語順を確立して行く

につれ，この古英語のhitに由来するitが不定詞と呼応する“it…

to～”の型はほとんど固定的なものとなるが，その過程はほぼ前置詞

付き不定詞の自立化の程度と平行しており，古英語ではまだhitの表

現は偶発的なものでしかない．表題の構造は比較的に多く見られるも

のであるが，それでもhitを用いない（Bai）型に比ぺれば，その用

例は少ない．

　　　（1）・・甲h・露is6eah　earfo6re　ealle田tsomne　むo　Zのγαππ8，…一

　　6『γεgoγ！〆3Pα舘oγ認（ンαγθLx　（453．11－12）．（＝it　is　still　more

　　di缶cult　to　teach　them　all　together．）／（2）…砿　bi6　swiδ

　　unie6e記96erε・4・耀，gewi66・ne6・・蜘膨peyfelde6，

　　ge　eac　sibbe　wi660んαδゐαレ冗πθ．一1δ乞d，xLvI（354．21－22）．（＝it

　　is　very　di租cult　to　do　both，to　chide　him　who　does　evil　and

　　to　llave　peace　with　him．）／（3）…瀦is　god　godne60ん朗㈱π8

　　＆yfelneごo　Zθα1πη8，…一Bθdlθ’s　EooZ8s脇s哲乞㎝呂Hゼs60瑠ンPref．（2．

　　10－11）。（＝iもis　good　to　praise　the　good　and　blame　the　bad．）

　　／（4）研哲is　nu　ungeliefedlic60sθogαπηθ…hw田t　on　p2em

　　gewinne　forwealp一一z4碗8♂s　Oγosゼ％s　v．xi（238．2－3）．（＝lt

　　is　now　incre（iible　to　say　what　was　destroyed　during　the

　　war、）／（5）…monega　gefeoht　gewur（10n　on脚m　dagum　on

　　monegum　landum，pおt履nu　is　to　longsum　ea11オo　gθsθogθππθ．

　　一乃掘，Iv。xi（208．19－21）。（＝So　many　battles　were　fought

　　on　the　day　in　many　lands　that　it　is　now　too　tediOus　to　tell

　　of　them　a11。）／（6）捌オis　scondlic…ymb　swelcむo　spγθoαππ8
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　　hwelc　hit　pa　w田s，・一一乃醐．1．x（48．4－5）．（＝lt　is　dis－

　　gra．ceful　to　speak　about　wllat　it　was　then，）

　（1）は特に§8（4）と比較されるぺきであるが，一般にこれらの

例を§8の（ai）型の例と対照して気付くことは，前置詞付き不定詞

の方が単純不定詞よりも前の叙述形容詞に密接につながっていること

である．（4）ではまた，hitと同楕関係にある主語は不定詞のto　secg－

anneではなく，五w戯以下の名詞節であり，to　secganneは叙述

形容詞ungeliefedlicにかかる副詞的な要素であると見る解釈もなり

立つ．（5）（6）では同じ解釈を下すことが無理であるが，漢然とした

事情（Situation）を暗示する主語としてのhitに始まって形容詞で

一応完結した陳述に対し，不定詞があとから追叙的な表現を敷街する

という本質的機能をもっている点では，（4）（5）（6）とも共通してい

る．特に（5）ではtoに導かれた不定詞が叙述形容詞に付加された副

詞to（＝too）と，おのずと意味上で呼応し，その程度を指定する機能

を帯びており，その点から一層従属的な本質を露呈していると言える・

　上にhitが漢然とした事情を暗示すると述べたが，その指示作用が

特定的なものに強調される揚合には，hitはp田t（＝that）に代えら

れる，近代英語ではこの種の構造にthatの見られるのは珍しいが，

具象的表現法を好む古英語の特徴を示している．なおドイツ語やフラ

ンス語では，今日でもそれぞれes，i1のほかにdas，ce（oγcela）を

用いることのあるのは，この古英語のp登の用法と平行している．

　　　（7）　pα36is　ungeliefe（ilic　哲o　g8380gαππ8…hw犯t　p記s　ealles

　　wa∋s．一且げナ8♂s　Oγosゼ％3v．xii（240．16－17）．（＝lt　is（1isgrace－

　　ful　to　say　what　this　all　was．）／（8＞・・δr厩is　unrihtlic＆

　　unalyfedlic記nigummenオ09θ＆㈱oαππθ066e600縦＆餓πθ・一

　　耽噛幡ん334．22－23（q．Callaway）．（＝it　is　wrong　and　un－

　　allowable　for　any　man　to　thank　or　speak．）

　特に（7）は上のhitを用いた例の（4）と比較されるべきであるが，

具象的なp飢で始まる文では一層あとの前置詞付き不定詞は叙述語

に対する補足語としての性質を感じさせる．ここでも，この位置にお
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ける不定詞の主格的機能の発達は，文頭におけるより抽象的な1tの

用法の確立とほぼ平行しているという現象に注意される，

　以上はみな叙述語が形容詞の揚合の例であるが，まれにまた名詞や

代名詞が叙述語として用いられている例が見受けられる．そしてこの

場合にも，形式上の主語のhitに代わってp£tが用いられることが

ある．

　　　（9）∬乞むis　halig　ge60rt　and　halwen（ie　ごo　gε6乞d冠θπ？zθ　for

　　6amf・r6－farendum…一∬晦・’sL賄・ブS伽むsxxv．479－80

　　（III・98）・（＝ltisah・1yandsavingth・ug五tt・prayf・r

　　those　who　are（1eparted，）／（10）so，1ice　nis肋na　min　inc

　　60s螂θηη8P箆t　gyt　SittOn　On　mine　swy6ran　llealfe　O66e　On

　　6a　wynstran，ac6am6e血it　gegearwod　ys．一A．一S．Gosp．，

　　惚γ乃x．40。（＝Tfuly　it　is　not　mine　to　grant　you　both，tllat

　　you　may　sit　on　my　rigllt　han（10r　my　left，but　to　grant

　　those　for　whom　it　is　prepared．）（L：Sedere　autem　ad（iex－

　　teram　meam，vel　ad　sinistram，non　est　meum　dαγθvobis，

　　sed　quibus　paratum　est，）／（11）…万α16is6eah　micel　syn60

　　gθ万8πoθ肌8be　Gode，pおt・りゆ一Boθ6ん伽214．15（q．W廿1Hng）．

　　（＝it　is，however，a　great　sin　to　remember　conceming　Go（i

　　that…）

　（10）における叙述語のmin（＝mine）は今はすたれている‘my

a伽ir，my　business’（cf．OED　s．v．MINE　poss．P”π．6b）の意で

あるが，文の構造がラテン語訳のものと異なり，また内容の重復して

いる瓢αむ6・xx・23はここのラテン語訳と同じ構文になっている。そ

れは外形上（Bb）型をなすので，改めて§12に挙げ，その際上の

（10）と関連してその構文も検討してみるつもりである．（11）で指示

詞p獄と同格となるのは接続詞のP蹴に導かれる名詞節で，不定詞

は多分に従属的であると言えるのは，上の（7）の揚合と同じである．

　11　（ii）述語動詞が非人称動詞の場合　§10に比べその用例の少

ないのは，この種の構文では前置詞付き不定詞の従属性が一層強く感
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ぜら起，自立的な主語としての意識が比較的に弱いためである．非人

称動詞に従う前置詞付き不定詞には，形式上の主語としてのhitに代

表されるに足るだけのカが発揮され難いと，言えるのである．またこ

の種の構造に，hitに代わってpおtの用いられることも，自然少な

くなる．

　　　（1）Eu　magon　beon　gefyllede6a　halgan　gewritu…P　for6am

　　6us勿‘gebyrap‘oゐεoηπθ．一A．一S。Gosp．，跡α認．xxvi．54．

　　（＝How　may　the五〇1y　scriptures　be　fulfilled　P　For　it　behoves

　　to　be　so．）（L：guomodo　ergo　implebuntur　Scriptur記，quia

　　sic　oportet加γ乞P）／（2）・』りac　me　lysteんμnu　bet60幅臨ππθ．

　　一Sオ．汲％g％s伽θン3S磁o幅8s195，23（q．W丘1且ng）．（＝but　it

　　now　pleased　me　to　know　better．）／（3〉・ラ碗him　syllum　selle

　　δynce61eahtfas哲o方θ肌矯α1πofer　lof　Godes．一」％搦抗408（q．

　　Callaway）．（＝it　seems　better　to　himself　to　fuτther　vices

　　morethanthepraiseofGod．）

　形態に関することであるが，（3）の古英語後期からの韻文の例では，

toの後に無屈折形のfremmanが用いられている．不定詞のもとの

与格語尾一neは一般には12世紀ごろに消失したが，すでに古英期中

に，韻律の影響によってではあるが，このような形態上の崩壊の繭し
　　　　（1）
が見られた．不定詞の分析的標識としての前置詞toがすでに形骸化

し始めていたわけである．

　12　（b）不定詞が述語動詞に先立つ場合　古英語では，韻律上の

制約のある揚合（たとえぱ§7（6））を除き，また従節という古英語

期における語順規定上の特殊な拘束から免かれた例では，主語と見な

される不定詞は普通述語動詞のあとに表現されている，それは，不定

詞がその本来の性格に基づき叙述語や述語動詞に対し従属的な位置を

保持していることの現われであり，不定詞がこの従属的な位置を離れ

て述語動詞に先立つ主語の位置に立ち，自立化した主絡的機能を語順

（1）すでにβθ02〃編∫に次のようなtoに従う無屈折の不定嗣の例が見られる・M肥1is　me　to
∫8鵠π，・一316．（＝It　is　time　for　me　to　go，）
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の上に十分に反映できるようになるには，古英語期後なお数世紀の経

過を必要としたのである．次に挙げる一例は，外形上ではこの新しい

段階にある構造を示しているが，実質的にはラテン原典の非論理的な

構文を模写した偶発的現象に過ぎない．

　　　（1）…‘o　s乞吻肌θon　mine　swyδran　healfe　o6δe　on　wynstran，

　　nys　me　inc　to　syllanne　l　ac6amδe　hyt　fram　minum　fεeder

　　gegearwod　ys．一A．一S．Gosp。，跡磁．xx．23。（＝to　sit　on　my

　　right　side　or　on　my　left　side，is且ot　for　me　to　grant　to　you，

　　but　to　those　for　whom　it　is　prepared　by　my　Father．）（L：

　　・・sθ♂θ78autem　ad　dexteram　meam　vel　sinistramンnon　est

　　meum　dare　vobis，se（1quibus　p＆ratum　est　a　Patre　meo．）

　この聖書からの引用文は，§10（10）に挙げた砿α物x，40とほぼ

重復した内容が異なった構文によ』って表現されたものである．伽矯

x．40でpおt以下の従節で表現されている内容がここでは文頭の主

語の位置に不定詞句の形で据えられ，惚嬬x，40でhitによって代

表されていると見なされるtosylleme（＝togiveoγgτant）はこ

こではto　syllanneとなってnys（＝is　not）の後の叙述語として表

現されている・どちらの文にあっても，to　syllenne〔syllame〕の本

質的機能は，この伽むむ．xx．23に見られるような従属的なものと認

められる。問題は～p蹴gyt　sitton…とto　sittanne…～との間の

相違である．後者はラテン語訳における構造をそのまま写したもので

あるが，意味の絡脈の上からは前者の方が分かりよく，前者には後者

における非論理的構文法を論理的に再構成しようとした試みの跡が看
　　　（1）

取される．しかしいずれにしても，古英語における不定詞構造のもつ

非人称的特徴として，非論理性は免かれない．

（1）ちなみに五fα魏x・40のゴート語訳（cf．Bosworth＆Warlng，oP，碗．P．224a）も
“　万碗αゴ包訂ごαπ・nlstmein4％g乞bαπ，…”となっていて，ラテン語訳と同じ構造て現われ

ている、英訳聖曾でもWycllffe訳以後E伽3誠S緬π面矯％73∫oπ（1946）に至るまてラテン

語訳における構文が踏襲されている・なお日本語訳ては欽定訳に準じたものはrわが右左に坐するこ

とは，われの与うべきものならず…」とやはり同じ構造であるが11955年改訳の口語訳ではrわたし

の右量左にすわらせることは，わたしのすることてはなく・・」となっている。
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（II）　名詞的主格叙述語

　13　一般にこの用法は主語としての用法に対し随伴的に見られる現

象であり，その用例も主語としてのものよりも少ないことは，単に古

英語に限ったことではない．ただ不定詞の主格的機能のまだ確立して

いない古英語期では，この用法が一層不安定な様相を呈しているわけ

である．そのため主格叙述語の例として挙げられるもののうちにも，

しばしぱ主語として，あるいはさらに本源的に従属的要素とも，見ら

れることがある．形式としては，主語の揚合同様，前置詞付き不定詞

が普通で単純不定詞がまれであるが，それはこの機能の不定詞は自然

beonのあとに従うため，不定詞としての斜格的潜在性を形態上に反

映し勝ちになることによるものと考えられる．次に不定詞が比較的に

この機能を果たしていると解されそうな例を挙げるが，そのうち単純

不定詞の用いられているのは（1）だけである．

　　　（1）…he…to　pam　mynstre　ferde　on　p記re　ylcan　tide　pe
　　　　　　　　　　　　　（1）
　　五eora　easter－gewuna　w記ron　to－gおdereゐ80％mαπ。一濯碗ゼo，3

　　L加θ3げSα伽む3xxIIIB（III．42．641－3）．（＝he　went　to　tlle

　　minster　at　the　same　time，when　their　custom　of　Easter　was

　　to　assemble　together，）／（2）D肥t　eac　swilce　his　peaw　w記s

　　On　O6rUm　CyningeS　tUne　む0　40ηπθ，…一β8（オθアs　EoOZ83ぎαS翻0α乙

　　H乞s60γ写III．vii（202．29－30）．（＝His　custom　was　also　to　do

　　that　at　t五e　other（1wellings　of　tlle　king，）／（3）Hig　namon

　　6記s　H記1endes　Iic五aman，an（1bewun（10n　hine　mid　lineum

　　Cla6e　mi（1wyrt－gemangUm，SWa　IUdea　peaW　yS606θ勿γ9肌πθ．

　　一A．一S．Gosp，，』oんπxix．40．（＝They　took　the　Savio雄7s

　　body　and　wrapped五im　in　linen　clothes　with　spices，as　t五e

　　Jews，custom　is　to　bury．）（L；Acceperunt　ergo　corpus　Jesu，

　　et　ligaverunt皿ud　linteis　cum　aromatibus，sicut　mos　est

（1）Bosworth＆Toller，ed，，オπ1皇πgεo．S¢¢oπD観ビo㎜矧，SupplementのEα3ε87、g8ω襯α

の項は，この例文を挙げ，“　・waシron（W毘S？）…”と注を付け加えている・
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　Jud記is即θZゼγθ．）

　これらの用例は§8（8）（9）（10）と比較されるべきである．事実不

定詞の従属的本質に鑑みれば，これら2群の用例は同じ心理に基づく

統語法に支配されている現象と見るのが，真相を衝いていることにも

なろう、上の（3）にしてみても，近代的な陳述の論理に従えば，swa

Iudea　peaw　ysめδ8勿γ9θπ％はむしろ‘as　it　is　the　Jews’custom

to　bury’と訳されるべきで，論理的にはto　bebyrgemeは主語と

考えられるところである、要するに古英語におけるこれらの例は論理

的統語法が発達し尽くしていない段階の現象であり，その意味での不

定詞の名詞的主絡叙述語としての機能は中英語の後期に至らなければ

見られないと言える．

　なおCallaway（op．厩．p．193）は，この用法の不定詞は多く上の

（1）のような古英語後期の作品に現われ，また（3）におけるような

ラテン語の原典に用いられた不定詞の翻訳も見られるところから，ラ

テン語の影響によるものと推察している．

皿　中英語の現象

　　　　　　　　　　（1）主　　語

　14　不定詞の主格的機能は，およそ12世紀から15世紀に至る中

英語期のうちでも，後半の14世紀にはいってようやく一般化してい

る・特に顕著な現象は，不定詞の主語としての用法がit（＜hit）を

形式上の主語としそれに呼応して前置詞付きの形式であとに従う“it

・・ o～” なわち（Ba’）型の構文の普及とほぼ平行して発達したこ

とである・前置詞付き不定詞が一般に単純不定詞に比べて優勢であっ

たことはすでに古英語に始まっていたが，その傾向は中英語に至って

急激に増長されることになったが，それには次のような作因が考えら

れる．

　§3で触れたように，英語一般に見られる語尾音節における母音の

弱化と屈折組織の崩壊に伴ない，古英語の単純不定詞の語尾一anも中

英語では一enに弱められ，やがて語尾子音の一nを落として一eとな
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り，ついにはその一eも中英語期末に無音化した．一方，前置詞付き不

定詞における屈折語尾もまず一enne，一eneと弱まり，12世紀には与

格語尾の一eを消失して，主格・対格形としての一enと同形となった．

古英語のwrit餓彫，wfit侃形がwrit8η8　を経てwrit8ηとなり，

もとの与格形が主格・対格形に合流し，共にwriteへの単純化の道

を歩んだわけである．ここにおいて不定詞としてのwriteは，定形

動詞としての直説法・仮定法の現在形および命令法のwriteと形態

上では識別され得ないものとなった．その結果，すでに古英語におい

て本来の与格指示の機能を失いかけていた前置詞toは，自立的機能

を果たす際の不定詞にとって，識別上必要な形態の一部と見なされる

ようになった．このようにして，単純不定詞はその原始的機能のため

には動詞的複合形式の中に没入するか，さもなければ明確な前置詞付

き不定詞に取って代えられようとする気運が生じたのである．

　なお13世紀ごろに前置詞付き不定詞のtoと無差別に用いられ始

めているfor　toは，無機化した迂言形としてtoのあとに同じ道を

辿ったものである．このfor　to付きの不定詞は近代の標準語法では

廃用となったが，前置詞付き不定詞の進出と考え合わせて，興味深い

現象である．

　　　　　　　　　（A）単純不定詞
　15　（ai）　不定詞が「ben＋叙述形容詞（または叙述名詞）」のあと

に置かれる場合　前置詞付き不定詞を用いる揚合に比べて，その例は

少なく，特にChaucerの例にあっては，toの欠如は詩行における韻

律の制約によるものであることが知られる．

　　（1）…bet　us　were　in　Egipteわθ冗．一（78πθsゼsαπ4E詔o♂％s3315〔c．

　　　ぐ1）　　　　　　（2）
　　1250〕（q．Sanders），（ロit　would　be　better　for　us　to　be　in

　　Egypt。）／（2）…thεe　is　bettreんo認θthy　tonge　stille，than　for

（1）　中英語の引用例については，作品の年代がかなり大きな意義をもち，言語現象に影響するところ

が少なくないことに鑑み，以下本章での引用例には初出の作品に限り，その著作年次を〔　　〕内に

言己すこととする．

（2）Heτmann　SandersンDθT8〃撹α㍑‘εo為80帥狐切為d831η．伽覚ゴ侭伽Fγ航7π伽8レ
8π9疏εo舵π（Heidelberg，1915）のこと．本章では特にこの著と，JohnSamuel　Kenyon，丁舵

S“ηεα¢4‘ん¢1η弄π庇乞り8乞πσんα脳θ8γ（London，1909）とに7よるところが大きかった。
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　　　　　　　　　　　　　（1）
　　to　speke．一Chaucer，αヱ㌃，“The　Tale　of　Melibeus”§24〔c．

　　1386〕・（＝＝it　is　better　for　you　to　ho1（1youτtongue　still　than

　　to　speak）／（3）Yete　me　is　best6齢θmi　chaunce．一一乙α写Zθ

　　Fγ8伽θ107〔c．1330〕（q。OED）．（＝Yet　it　is　best　for　me　to

　　take　my　c五ance．）／（4）For　him　w乱s　leverんα”θat　his　beddes

　　hee（1Twenty　bokes…Than　robes　riclle，or　fitheleンor　gay

　　sautrye．一Chaucer，αT．，Pro1．293－6．（＝For　it　was　dearer

　　for血im　to　have　twenty　books　at　tlle　Ilead　of　his　bed　than

　　rich　robes，丘ddle，or　gay　psaltery．）／（5）…wo　is五im　to　pese

　　paynsゐθπordent・一丁んθXIP伽3ガH8ぬ06〔a．1300〕（q．

　　Sanders）．（＝it　is　sorrowful　for　llim　to　be　destined　to　these

　　pains．）

　どの例でも，叙述形容詞に付加される人を示す語として与格の人称

代名詞が用いられており，構文が非人称的なものであることに注意さ

れる。これらはみな与格の代名詞を主格とし，その他多少の改変を加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
えれば，容易に人称的構文になりうるものである．たとえば（1）の

bet　us　were…ゐ8πからはwe　had　better6θ…が近代において生じ

ている・この新しい人称的構文にあっては，beは機能上定形動詞の

had（＝would　consider）に対し目的語の関係に当たっているが，意味

上ではhad　betterに密接に融合して，3語で慣用的な複合動詞をな

している．このことに関連して，もとの構造でも単純不定詞の叙述形

容詞へのつながりがかなり緊密であり，たとえ論理的には前者は後者

に対し主語の関係にあると言えるにしても，本質的な意味の絡脈から

言えば，むしろ前者が後者に従属的に付加された表現であることが，

（1）　丁加0απ‘θ而μ矧丁α‘θεの略・なお本章でのC五aロcerからの引用はすべてSkeat，ed．，

TんβOo，7＆P‘8惚　冨7b7な3q／〔780がγε3’0為α包σ87・による．

（2）次の例は上の（4）と比較されるべきであるが，非人称的構造から人称的構造へ推移する契機をな

　している・Bot　h琵ar　ladyes　mno5e　pat　le廿er　wer　now耳e　H七げre－m五〇r　llolde　pen

much　of，e　garysoun　orer　golde　pat　pay　hauen，一S3r　σαωα4π　母万6σγ8πβK箆写5‘

1251－4〔c、1360〕．（鵠But　there　are　a　great　many　ladies　who　would　nowτather

have　you　in　their　possession　than　much　of　the　treasure　or　go1（1that　they　have．）

　ここで1euer　werに先立っ関係詞patは容易に主語と感ぜられ，従ってあとの単純不定詞haf

は1euerに対する従属的な補足語と意畿されるようになる．
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知られる．この不定詞の叙述形容詞に対する非論理的な緊密性が単純

形を取らせた要因であると見なすことができる，現に（2）では，韻律

という外的な影響は別として，叙述形容詞bettreに接した位置には

単純不定詞の五〇1deが用いられているのに対し，統語上対等であり

ながら離れている位置には前置詞付き不定詞のfor　to　spekeが用い

られている．この，点，古英語の§8（8）におけるような現象とは対瞭

的に異なっている．古英語においてはまだ，前置詞付き不定詞が，単

純不定詞に比べ，その本来の従属性を構造上に反映させることが多か

ったが，近代英語では前置詞付きの形式が不定詞としての自立的機能

を確立し，単純不定詞はそのような発達段階を経ないまま，動詞とし

ての意義素そのものの表出手段としての機能に局限されるようになっ

ている．このように時代によって二つの形式の不定詞はそれぞれその

存在価値を大きく変遷させているが，上のような中英語の現象はその

過渡期を象徴しているものと言える，

　同じ構造に，叙述語として名詞が用いられることがある．その用例

は，ことに中英語の前期では，古英語の揚合同様少ないが，Chaucer

からは次のような例が挙げられる。

　　　（6）As　greet　a　craft　is舵pθwel　asω伽πθデ…一丁γoピ伽3ωπd

　　σγゼ3θμθIII．1634〔c。1374〕．（＝To　keep　well　is　as　great　a

　　craft　as　to　win．）／（7）But　men　this　thenken　evermore，That

　　lasse　haτm　is…1）¢soθ写η6　t五em，　t五an　disceyved　ゐθノ…一丁んθ

　　Ro肌α㈱むげ亡んθRos84840－2〔a。1366〕．（＝But　men　always

　　think　t五at　to　deceive　them（乞．θ、women）is　less　harm　tllan

　　to　be　deceive（ユ，）

　16　（ii）述語動詞が非人称動詞の場合　非人称動詞のあとでは不

定詞がそれに密着し，その自立的機能が意識され難いため，往々単純

形で表現される。しかしこれも非人称構造が人称構造に推移する以前

の局部的現象であり，非人称構造が存続する場合には，不定詞はその

主格的機能が明確に意識されて，前置詞付きの形式を取り勝ちとなる，

Cha廿cerには大分この新しい傾向が現われているが，しかしまだか
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なりの程度に従来の特徴も保留されている。それに対しWycli仔e訳

の聖書では，後に§§22，23で触れるように，全面的に近代的な構造

が擾頭して，単純不定詞が見られなくなっている．

　　　　　（1）…unnc　birrp　bape　pαππ乃εππ　Crist　patt　itt　iss　brohht

　　　till　ende，一〇γ㎜％Z％η乙27－28〔c．1200〕，（＝it　befits　us　bot五to

　　　thank　christ　that　it　has　been　brought　to　an　end．）／（2）on

　　　fuwuer　wise　us　bi五〇ue6オ％7πθπto五im：on　heorte，on　festene，

　　　on　wope，on　meninge．一〇Zd　Eπψ論温o煽Z乞θs　II．xII（63）〔a．

　　　1200〕・（＝ln　four　ways　it　behoves　us　to　tum　to　him（店、θ．

　　　God）一in　heart，in　fasting，in　weeping，and　in　lamentation．）

　　　／（3）Melustebet嘔8πpane3殉80fpinefuleh・～velynge．

　　　一丁んθo”z　απ（♂　6んθ　ヱ▽乞’9ん哲乞π9（乙Z8，　J．　39－40　〔a．　1250〕．　（＝It

　　　would　please　me　better　to　spit　than　to　sing　of　your　foul

　　　howling，）／（4）…thogh　tllee　lyke　nat　a　loverδθ，speke　wel　of

　　　love　l…一Chaucer，Tんθ五θg8π4（ゾ（穿oo4　四〇η乙θπ，Bン490－1〔c．

　　　1385〕・（＝t五〇ugh　it　does　not　please　you　to　be　a　lover，speak

　　　well　of　love，）／（5）Me　neded　nat♂01enger　diligence　To

　　　winnehir　love，or400πhem　reverence．一ld．，σ，T，，“The　Wife

　　　of　Bath，s　Tale”205－6．（＝It　was　no　longer　necessary　for

　　　me　to　exert　myself　to　win　t五eif　love　o貫espect　them。）／（6）

　　　　・if　thou　no　wikked　word五ast　seyd，Thee　thar　nat伽θ4θ

　　　for　to　be　biwreyd　l…一ld，，σ．T．，“Tlle　Maunciples　Tale”351

　　　－2、（＝if　you　have　said　no　wicked　word，it　is　not　necessary

　　　for　you　to　dread　to　be　betrayed．）／（7）Henl　semedん㈱

　　　geten　hem　pfotecciouns　Agayn　the　swerd　of　winter　kene　and

　　　cold．一ld，，σ，T，，“The　Squieres　Tale”56－7，（＝丁血ey（ぢ．8．

　　　the　birds）seemed　to　have　been　protected　against　the　sword

　　　of　keen　and　cold　winter．）

　　これらの例文における非人称動詞のうち，古英語以来単純不定詞を

多く従えているのは，（3）の1usteロ（＜OEZ写3臨π’cf．§7（6），§9
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（5））である．（1）のbirien（＜OE　gε⑳7脇π’cf・§7（3），§9（2）・

§11（1））とは，古英語では前置詞付き不定詞が普通であったが，中

英語では逆に単純不定詞が多く用いられるようになっている，（4）の

1yken（＜OE　gεZ¢o乞απ！cf，§9（6））は，古英語から中英語に通じて

前置詞付き不定詞の方を多く従える語であり，（2）のbi五〇vien（＜OE

bθ加ガαπ）は，古英語でもまれに前置詞付き不定詞と用いられること

があったが，この構文では主に13世紀から用いられており，中英語

ではやはり前置詞付き不定詞の方を多く従えている・（5）のneden

（＜OEηθo面απ）と（6）のthurfen（＜OE＊P％γ血π∫cf・G醐吻π）

とは，不定詞を従える非人称動詞としては中英語で始めて用いられた

動詞であるが，前者は前置詞付き不定詞の方を単純不定詞よりも多く

従え，後者は主として単純不定詞を従えている，

　これらの動詞は，近代英語では語自体が廃語となるか，また語が存続

しているとしても，ここに問題としている非人称動詞としての用法は

廃退するか，さもなければ古風な文体に前置詞付き不定詞を伴なう構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
造でその名残を留めている，birien，1usten，thurfenは廃語となって

おり，1yken（＞ModE　Z伽）とneden（＞ModE％θ84）は人称動詞

に変わり，bihovien（＞ModEゐθんouθ，齢oo”θ）は非人称動詞として

の特質を，下の§23に述べる（Ba’ii）型の構造で，近代英語の文語

体に伝えている．なおnedenとthurfenは，非人称構造が人称化す
　　　（2）
ると共に，助動詞としての性質を発揮し，特に不定詞が単純形の揚合

には，それと融合して，あたかも複合動詞を構成する一要素の観を呈

せしめるようになる．不定詞を従える非人称動詞として，その統語史

的特徴を端的に示している例と言える．

（1）　次の19世紀初めからの韻文の用例には，ここに述べた構造が古風な統語法として伝えられてい

る．Theyledh・samblingPalfτey，whenatneedH・m謝84螂8hisbattle－steed・
一Scott，巫αγ”脇oπ1，vlii・

（2）ただしthurfenは発生的には非人称動詞から人称動詞に転じたとは言えない・OEDによれば・

人称構造には『be　under　a　necessity　or　obligation，の意で古英語から用いられているのに

対し，非人称構造における用例は13世紀初めのOm瞬脚πに初めて現われている。ちなみにned・

en　は非人称動詞として古英語から用いられているが，単純不定詞を件なう用例はまず　Chaucer

のころに始まると見られ，それに対し人称動詞としての用法は13世紀に始まり、その単純不定詞を

伴なう最初の用例は，OEDによればc・1470年のものである・
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　（7）のsemen（＞MQdE　s8ε肌）は古英語のsemanに由来する

が，その原義‘satisfy，conciliate7から古スカンジナビア語のs田ma

（＝conform　to）の影響も受けて‘be　suitable　to，be飢’の意を発

達させ，13世紀初めにはその意味で不定詞（主に前置詞付き不定詞）

を従えて非人称的な構文にも用いられるようになった，‘haveasem－

blance，appear’の意は‘be且t’の意からの転化であるが，この新た

に生じた意味では本来人称的構造をなすものであった．従って（7）の

ん伽semed　han…は後に人称的な孟吻seemed　to飴ve…を生ぜしめ

た原型と見るよりは，むしろ起原的な‘itbe飢tedthemto五ave…’

の意味と転義的な‘they　seemed（＝appeared）to　have…2の意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
との混成の跡を構造上に残した現象と見なすべきであろう．結果とし

てはsemenは§9（7）におけるような古英語のpyncan（cf．G

翻励θπ）の機能を受け継いだことになるが，それに密接につながる不

定詞には人称構造における前置詞付き不定詞に通じる補足的な従属性

が潜んでいることに，注意される．

　17　（a’i）itを形式上の主語とし，述部がrben＋叙述形容詞（ま

たは叙述名詞）」の場合　単純不定詞がitに呼応されるに足るだけの

カをもち難いものであることは，§7で述ぺたが，中英語でもこの構

造の用例としては，次のようなまれなものが挙げられるだけである．

　　（1〉一一ん髭were　bet　s87”θhir　for　nog五t　Tllan　with　another

　to　be　weL－Chaucer，TんθBooたげ読θヱ）％oんθ3sθ844－5〔c．

　　1369〕・（＝it　would　be　better　to　serve　her　for　nothing　than

　to　be　well　wit五anot五er．）／（2）what　wors五ip　is露agayn

　五im臨舵，Or　on　your　man　a　werre・m齢θ，…P－ld．，Tん81～o一

　瓢脇6げ伽Eos83529－30．（＝What　worship　is　it　to　oppose

　him，or　to　make　war　on　your　man～）／（3）…peTil　was乞6noo且

　to　thee吻一ωγθ穿θ，…一ld、，T70拐％3αηd　Oγ¢s8写（君8エII．367．（＝it

　was　no　peril　to　reveal　it　to　you。）

（1）Cf・OED　s・v・SEEM”・21Kenyon，op・o甜・p・126任，l　W．▽an　der　Gaaf，丁互β丁狐π・

3尭伽∫7・皿伽加Pθγs・π昭・伽伽3・謝σ・臨7秘㈱π伽疏戯8勘gZ‘ε為§§29，161－6．
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　　　　　　　　（1）
　これらのC五aucerからの韻文の例で不定詞の前にtoの欠けてい

るのは韻律の影響によるものである．そのうち（1）の…bet　sθγ”θ…

については，Skeat（op．oπ．p．91b）は疑義のある箇所として“†bet”

と記し，APPENDlx（p．725）にMS。E以外の他の写本ではすべて

“better”となっていると断わっている．いかにも…b6tt6r　s6rv邑…

であって始めて抑揚格の韻律が成り立ち，次行の統語上対等の位置に

ある前置詞付き不定詞to　beと比較しても，納得が行くことになる，

　18　（ii）述語動詞が非人称動詞の場合　この種の構造は，前節に扱

った（Aa’i）型に増して，現われにくい．用例としては，birien〔bu－

rien〕（cf．§16（1））を含む次の一例が引かれるだけである．

　　　（1）Nuんπiburdδγ8舵pas　word，alse　me　brekeδpe　mte

　　for　to　habbene　pene　curne1．一〇Z4　Eπgあsん　。磁）鴉¢麗θ3　1．vIII

　　（79）〔c．1175〕．（＝Now　it　behoves　to　break　these　words，as

　　one　breaks　the　nut　to　get　at　the　kerneL）

　　　　　　　　　　（B）　前置詞付き不定詞

　19　（ai）　不定詞がrben＋叙述形容詞（または叙述（代）名詞）」

のあとに置かれる場合　中英語では，一般に問題の構造で，前置詞付

き不定詞が単純不定詞に取って代わろうとする傾向を著しく増進させ

ているが，表題の構造についても，§15に扱った（Aai）型よりは，

比較的に多くの用例が見られる。

　　　（1〉・・he　his　uniseli5if　him　is　la6む040ππo　pis…一〇Z♂Eπσ一

　　面3んHo鵬乞あθs　I，III（31）．（＝he　is　unwise　if　he　is　loat血　to

　　do　this．）／（2）…6e　is　niedfull　to　scilden　Godes　temple、一

　　1V乞08sαπ（f　レ乞冗％8s　107．6〔c．1200〕（q，Sanders）（＝it　is　neces－

　　sary　for　you　to（1efend　God’s　temple．）／（3）Me　is　leof60

　　んαbδθreste　And3旗θstille　in　myne　neste，一丁んθ02〃Zαπ4

　　εんθハ弄¢9ん孟乞π9αZθ，J．280－1。（＝It　is　preferable　for　me　to　have

　　a　rest　and　sit　still　in　my　nest．）／（4）‘Bet　is60吻θπt五an

（1）　もっとも（2）のEθ規α％鴻o∫抗θ丑oεθのこの部分は，§15（7）の引用箇所と3斯こ，Frag・

ment　Bに属し，Chaucerとは別の未詳の作家の手になるものとされている，
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　ん⑳8indigence　l，・一一Chaucer，αT，“The　Tale　of　tlle　Man

　of　Lawe”114．（＝lt　is　better　to　die　than　to　suffer　indi・

　gence．）／（5）…of　swicll　thing　were　goodly／bπoむθZZθ，一1（i，，α

　　T，“The　Nonne　Preetes　Tale”13，（＝it　would　b曾pleasing

　totellofsuc五at五ing，）

　（1）の1a6（cf，§8（3））と（3）の1eof（cf，§8（2））は古英語

でも同じ構造に用いられていたが，その意味が主観的に移れば，続く

不定詞は補足的な限定語としての機能を担うこととなり，人称的構造

が成立する．現に近代英語では10ath，10出　となって，‘repulsive，

10athsome’の客観的で非人称的な原義がすたれ，14世紀以来

‘averse，disinclined’の意の主観的で人称的な用法を普通なものにし

ている，こうしてん伽is　laδto　domeという非人称的構文から舵

is　loat五to　doという人称的構文が発達するのであるが，この変遷の

結果がかえって前置詞付き不定詞のもつ本来の従属的な機能を復原さ

せたわけである，1eofの方は近代英語では1iefで，語そのものが古

語または方言となったが，新たに14世紀に生じた‘desirous，glad2

の人称的な意味も16世紀以後はすたれている．しかしもとの‘be－

10ved，deafの客観的な意味は，，§15で触れたbetterの揚合同様，
　　　　　　　　　（1）
Dadαs　Z乞4飾碗γ〕do（cf．G　Z励んαb8π）のような人称的構文のう

ちに古文体として残存している．ここでも不定詞が単純形をなし，複

合動詞の一要素に潜入していることが注意される、

　一般にこの種の構造は形容詞を叙述語とする揚合も，中英語の後期

ではitを表現する（Ba’i）型に侵害されようとする萌しを見せてい

るが，叙述語として名詞や代名詞の用いられている用例は一層珍らし

いものである．

　　　（6）…schome　ow　isωsoん嘱θγれ1engre。一丁ん8L碗¢Sα伽む

　　Kα漉8γ伽θ808〔c．1200〕（q．Sanders）．（＝it　is　a　shame　for

　　you　to　shud（1er　any　longer，）／（7）…him　nes　no　bot　to　striuen

（1）　E。g．31んα4ω3疏8∫んαッ81et　it　alone，一皿rs．F．Sheri（1an7S昭π8写　B昭己μ砂ん　Iv

〔a，1766〕（q．OED）。
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　　　wi6pat　meiden．一五46嘱απ銘αγθgγθ哲θ25．1〔c．1250〕（q．San一

　　　（1ers）．（＝it　was　no　use　for　him　to　be　at　variance　with　t五at

　　　maiden，）／（8）…he　wolde　wepe，And　rewen　on　him－self　so

　　　pitously，That　wonder　wasオoんθγ6his　fantasye，一Chaucer，

　　　TγoゼZ脳s伽4σ幅3θμθv．259－261．（＝he　would　weep　and　grieve

　　　himself　so　piteously　that　it　was　surprising　to　hear　his　de－

　　　Sire、）／（9〉・・pin　iS　te　mare　Streng6eむ0んα励π，一Eαあ！晩乞dθη一

　　　ゐαd13．10〔c．1230〕（q．San（1ers）．（＝it　is　for　you　to　hold

　　　t五e　more　strength．）

　20　（ii）述語動詞が非人称動詞の場合　この種の構造も§16で述

ぺた単純不定詞を用いるものよりは多いが，特に中英語の後期では非

人称動詞およびその構文の衰退につれて減少するか，さもなければit

を形式上の主語とする（Ba’ii）型の構造に取って代わられる傾向を示

している．まず§16の例に現われた非人称動詞のうち，通例単純不

定詞と共に用いられたt赴urfenを除いて，birien〔burien〕，bihovien，

1usten31yken，neden，semenをそれぞれ含む例を挙げる．

　　　　　（1）…pe　eor1・『・ibuτep…pat　lond　‘o　Z64θπ．一丁んθ　Pγo”θγゐs　（ゾ

　　　ィ4碗8475　〔c．1150〕　（（ユ．Sanders），（＝lt　behoves　the　earl　to

　　　govern　the　land．）／（2〉・うat　us　bihoue6　ω　dloπ　on　prefeld

　　　wise．一〇Zd　EπgZゼ5ん五石o煽あθ311，xl（65）．（＝it　behoves　us

　　　to（10tllat　in　three　ways．）／（3）万enne　lyst　pe　la（1yオo　Zo舵

　　　onpekny5t，…一Sゼγσα滋拠幽万εσ繊θK％藤941．（＝丁五en

　　　t五e　lady　wislled　to　see　the　knight，）／（4）Hem　lykethむoゐθ

　　　clene，body　and　goost，一一一CLaucer，σ．T．，“The　Tale　of　t1しe

　　　Wyf　of　Bathe”97。（＝They　like　to　be　clean，body　and

　　　sou1．）／（5）Thanne　nedetll　nou5te50w　む06α舵sylver　for

　　　masses　that5e　syngen。一Langland，Pぢ8γ3伽PZoωmαπ，B

　　　282〔1377〕．（＝Then　it　is　not　necessary　for　you　to　take

　　　silver　for　masses　that　you　sing．）／（6）HiT　semed　na　wight

　　　むoδθwilde，…一σ％γso〆M観協，C．3284〔a．1300〕．（＝She　seemed
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　　not　to　be　wild　at　a1L）

　そのほか，（6）のsemenと同意のthynken（＜OE卯％oαπ’cf．

§9（7））や，語義上古英語のgewur6an（cf．§7（1））とfreman（cf．

§9（8））にそれぞれ相当するhappenとavaillenを含む例を付け

加えよう．

　　　（7）For　vs　thoght　scam亜e60δ昭θ，For　our　bodis　ar　now

　　al　bare．　一〇錫γ30γ　五4；％πdゼ，　C．868－9．（＝Fof　it　seemed

　　shameful　for　us　to　face　you，because　our　bodies　are　now　en－

　　tirely　bare，）／（8）For　whan　a　man　hath　over－greet　a　wit，

　　Full　oft　him　happethεo幅ε％3θπit　l…一C五aucer，（λT，“The

　　Chano廿ns　Yemames　Tale”95－96．（＝For　when　a　man　has

　　too　much　wis（10m，it　happens，often　enough，that　he　misuses

　　it．）／（9）so五at五youτbeaute　fτo　your　herte　c五aced　Pitee，

　　that　me　ne　availeth　notεo　P㈱πθ∫…一ld．，巫θγo伽3Bθα厩θ

　　14－15　〔a。1396〕．（＝Your　beauty　has　so　driven　pity　out　of

　　your五eart　tllat　it　is　useless　for　me　to　complain．）

　このうち馳ynkenは中英語期中に語形上，人称動詞のthe且ken

（＜OE万θπo¢町cf．G　d6励θπ）を吸収したが，意味上ではかえって

後者に化し，（7）におけ、るような非人称的機能はsemen（＞ModE

386m）に引き継がれている。happenは14世紀に名詞のhap（＜ON

肱pp　cllance，good　luck）から派生した動詞で，（8）におけるような

配篇加pp8読to～という非人称的用法は，やがて一般の推移に従って

he勧pp66んto～という人称的用法に代えられるか，あるいは従節を

用いるit肱pp8漉that五e…の構造と合体して近代英語に伝えられ

ている。しかしその揚合でもhapは古語で，一般にはその派生語と

してやはり14世紀に生じたhappenen（＞ModE肋ppθπ）に取って

代えられた．availlenもやはり14世紀にラテン語のvalere（＝be

worth）を基にして造られた語で，‘be　of　use　or　advantage　to，

bene昼t’の意の非人称動詞としては（Ba’ii）型をなして近代英語の古

文体に引き継がれている．
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　21（a’i）it（またはthat，this）を形式上の主語とし，述部が

rben＋叙述形容詞（または叙述名詞）」の場合　特に中英語の後期に

あっては，主格的機能の不定詞が前置詞付きの形式で述部のあとに表

現され，形式上の主語としてのhit（＞it）と呼応した構造をなすこ

とが，目立って多くなっている．まず不定詞が叙述形容詞に従う例か

ら挙げれば，

　　　　　（1）研哲is　arfeδオo％π4θγ3亡oπ吻πbute　me皿ime　pe　more

　　　5eme匝eT－to　llwu皿an　mai　hine　selue　forsake．一〇耐EπgZ¢3ん

　　　鼠）勉乞房θ311．xxxII（205）．（＝It　is　di缶cult　to　un（1erstand，unless

　　　one　takes　t五e　more　care　of　it，how　a　man　may　forsake　him－

　　　self．）／（2）…ん¢6is　strong‘o曜んむθAyeyn　sGpg＆ayeyn　rihte，一

　　　丁んθ0ωZαπ（猛むんθ　ハ尾9ん拓π9αZ8，J，667－8．（＝it　is　hard　to　fight

　　　against　trut五　an（1　rig五t．）／（3）　1五‘nere　no5しfoTloren170γ‘o

　　　ゐπで5冨Child　Hom，Pine　armes／bγω粥弼8，＿＿K糀g∬oγπ，

　　　C．479－81〔c，1260〕．（＝lt　would　not　be　i11－timed　to　knight

　　　Child　Hom，wielding　your　arms．）／（4）So　mony　meruayl　bi

　　　mount　per　pe　mon　fynde5，餌6were　tQ　tore／bγ60む8ZZβof　pe

　　　tenpe　dole．一Sづ7σωωα解dむp8σγθπθKπ＠5）718－9．（＝Among

　　　the　hills　the　man　Ends　so　many　marvels　that　it　would　be

　　　too　di伍cult　to　tell　of　the　tentll　paft　of　tllem．）ノ（5）五6were

　　　ful　har（1by　ordre／bγωsθ拠How　many　wonders　Jesus　for

　　　hem　wroghte　l・一一Chaucer，σ。T，，“The　Seconde　Nonロes

　　　Tale”358－9．（＝It　would　be　very五＆rd　to　say　in　order　how

　　　many　wonders　Jesus　wrought　for　them，）／（6）…“σむis　bettre∫o

　　　ん⑳θa　litel　good　with　the　love　of　god，thanむoん副θmuc五el

　　　goo（i　and　tresour，and　Z8s8　the　love　of五is　lord　god・”一ld・，

　　　0．T．，“The　Tale　of　Melibeus”§53，（＝lt　is　better　to五ave　a

　　　little　wealth　with　tlle　love　of　God　than　to　have　much　wealth

　　　and　treasure　and　lose　the　love　of　his　Lord　God．）

　　　（1）と（5）で文頭の漠然とした事情を暗示するhit〔it〕と同格
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と見なされるのはhwu〔how〕以下の名詞節であり，前置詞付き不定

詞はむしろその前の叙述形容詞arfe6〔hard〕にかかる副詞的な機能

を帯ぴると見る解釈は，この構文法の本質に則したものと言える（cf．

§8（9），§8（10），§10（9））．また（4）では叙述形容詞toreに程度

の副詞to（＝too）が付加されており，§10（5）の揚合同様，あとの

前置詞付き不定詞は多分にtoと相関的な副詞性を潜めていると考え

られる．不定詞が主格的自立性を確立するには，それに先立ってこの

ような本質に根差した過渡的段階を経由しなければならないのである．

　61t…tQ～’すなわち（Ba’）型がいかに中英語の後期に安定しおお

せたかは，聖書の1389年のWycli長e訳をAnglo－Saxon訳に比較

してみることによって明らかに知られる．次に示すWycli任e訳の例

文のうち，（7）はAnglo－Saxon訳で（Aai）型に，（8）はAng1Q－

Saxon訳で（Bai）型に，（9）はAnglo－Saxon訳で（Aaii）型に，

（10）はAnglo－Saxon訳で（B＆ii）型に，それぞれ属するものであ

ったが，ここではすべて（Ba’ii）型に統合されているわけである．

　　　（7〉・g　l窃is　good　to　thee／bγ608π6ア8gogil　y5ed（＝gog91e－

　　eyed）in　to　rewme（＝realm）of　God，than　hauynge　twey

　　y5en／b7ごo　bθsent　in　to　helle　of　fier，…一砿α17乃　ix．47　（cf．

　　§6　（1））．／（8〉・・，髭is　good　vs‘oδθhere，一Mα腐．xvii．4（cf．

　　§8（6）），／（9）…：Pharisees－axi（ienhim，If髭be　lee鉦u1（＝per－

　　missible）to　a　manプbγむo　Zθθ％θhis　wyf　P一砿α殉x．2（cf．

　　§7　（2））．／（10）　Is乞ご1eeH！ul／b7605シ％8tribute　to　cesar　P一

　　惚橘xii．14（cf．§9（1））．

　次に叙述語として名詞（または形容詞＋名詞）が用いられている例

を挙げる．

　　　（11）…neo6eles　min　unwi1肱isオo♂o冗al　pat…一Sω翻θ

　　跡αγんθγθごθ13．3〔c．1200〕　（q．San（1ers）．（＝it　is　nevertheless

　　against　my　w皿to（io　all　that．）／（12〉一瀦is　me　to　muchel

　　iswinch6ar　embe60Pθ魏θπ06er60spθなθπ．一レ乞oθsα面V薦％6s

　　47。4（q．Sanders）．（＝it　is　too　great　a　task　for　me　to　think
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　　0r　speak　about　it。）／（13）…somme　seyden　that屍was　Wonder

　　to　maken　of　fern－asshen　glas，・・一C五aucer，0．　T，，　“The

　　Squieres　Tale”253－4・（＝some　sai（1that　it　was　wonderful

　　to　make　glass　out　of　fem－as五es．）／（14）πis　a　sinne　and　eek

　　a　greet　folye　To叩θ舵πany　manンor五im4げαη乙θ，And　eek

　　むoわγ伽gθπwyves　in　swich　fame．一ld、，α皿，“The　Mi1王eres

　　Tale”38－40．（＝＝lt　is　a　sin　and　also　a　great　folly　to　impair

　　or　dishonour　any　manナand　also　to　bring　women　into　such

　　notoriety．）

　（12）のhit…to（＝too）…to～の現象については，上の（4）の揚

合と同じことが言われうる．また（13）のwonderを叙述語としてい

る表現は，§19（8）と比較されるぺきである．

　古英語にも相当した現象（cf．§10（7）（8）（11））が見られたが，

この種の構文において形式上の主語のitがもっと具体的な指示力を

もつt五at（＜OE万鋭）に代えられることがある．‘It…to～’の型が固

定して来ると，itはあたかもあとの前置詞付き不定詞の自立性を補佐

する支柱のように感ぜられるが，thatの使用はそのような抽象的形

式化に陥ることのないこの構文法本来の具象性を象徴している．また

まれにthisも同じ位置に用いられることがあるが，あとの不定詞の

追叙的性格を一層明瞭にするカが込められている，

　　　（15）‘戸8むis…echelife亡03βoπand侃側θπso6Godd，ant

　　him　pet　lle　sende　Jhesu　crist，ure　laverd，to　ure　alesnesse’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　一一SαωZθ3　『αン74θ　7－9　〔a．1240〕（q．Moss6）．（＝It　is　an　eter－

　　nal　life　to　see　and　know　true　God，and　our　Lord　Jesus

　　Chτist　whom　He　sent　to　our　delivef＆nce．）／（16）…読砿is　nat

　　myn　entente…プbγ60γθp8就θme，For　any　thing　that　I　llave

　　五ad　of　thee；・一一C五aucer，（λ　T・，“The　Fτeres　Tale”332－4．

　　（＝it　is皿ot　my　intention　toτepent　for　anything　t五at　I　have

（1）Moss6」蛋硫uε君dθ謬7硫9♂ω‘8吻賜o解π698（II，LP。181）による，
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　　　taken　from　you．）／（17）For協3was　ontrely　his　fulle　entente

　　　To　sどεθπhem　bothe，an（1neverむ07βp8諺θ．一ld．，（γ．T．，“The

　　　Pardoners　Tale”　521－2、　（＝For　it　was　entirely　his　full

　　　intention　to　kill　them　both，and　never　to　repent．）

　22　（ii）述語動詞が非人称動言司の場合　非人称動詞およぴその用

法が局限され衰退して来ているとは言え，まだその変化の過渡期にあ

り，また“it…to～”型の確立しつつある中英語では，この構造の用

例も古英語の揚合（cf．§11）に比べれば増大している．

　　　　　（1）Nu　bi－cume6ん寵perfore　to　uwilche　cristene　monne

　　　muc五elespemare60ん臨5βπandむo脚γ＆観pennedeipeis

　　　icleped　sunne－dei，一〇砒Eπg傭んπo臨Z乞θ31．Iv（45）．（＝Now

　　　it　becomes　eac五Cllristian　man　so　muc五the　more　to　hallow

　　　and　honour　the（iay　that　is　called　Sunday．）／（2）Lyket五　ゼむ

　　　yowω幅孟θπ…110w　longe　tyme　agoon　That　ye　me　lafte　in

　　　asprepeynessmerte，…』Chaucer，Tγ・伽sα雇伽3曜θv．

　　　1324－6。（＝Do　you　like　to　knowぬow　long　you　have　left　me

　　　in　bitter　smart　pains　P）／（3）πnedeth　nought哲o卯πθyow

　　　witll　the　corde，一ld．，0．T．，“丁五e　Kniglltes　Tale”888．（＝lt

　　　is　not　necessary　to　toτture　you　with　tlle　cord．）／（4）…yif窃

　　　seme　a　fair　thing，a　manむo肱πencresed　and　spτed五is

　　　且ame，than　folwet五it　that　it　is　deme（i　to　ben　a　foul　thing，

　　　yif　it　ne　be　y－sprad　an（1encresed．一ld．，一召oθ6ん乞％3111．Prose

　　　vL19－23〔c・1374〕・（＝if　it　seems　a　fair　thing　that　a　man

　　　has　increased　and　spread五is　reputation，then　it　follows

　　　that　it　is　considere（i　a　foul　thing，if　it　is　not　sprea（1　an（1

　　　incτeased。）／（5）Me　thinketh髭acordaunt　to　resoun，ToむεZZθ

　　　yow　al　tlle　con（1icioun　Of　ec五〇f　hem，…一ld．，σ．T、，Pro1．

　　　37－39．（＝It　seems　to　me　reasonable　to　tell　you　all　the

　　　condi憶on　of　each　of　them，）／（6〉・・with　that　wordπhapped

　　　him，par　cas，To6励θthe　botel　theT　the　poyson　was，…一
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　　1d．，α皿，“The　Pardoners　Tale”557－8．（＝with　t1ユat　woTd

　　五e五apPened，by　chance，to　take　the　bottle　which　contained

　　the　poison．）／（7）…“bettre　it　is　and　more露availleth　a　m＆n

　　むoんα肥a　gode　name，than漁γ亡oんα泥grete　richesses．”

　　一ld，，（λ　T，，“The　Tale　of　Me1至beus”§52，（＝it　is　better

　　an（1moτe　useful　for　a　man　to　have　a　good　name　than　to

　　have　great　wealth．）

　（1）のbicumenは‘be飢’の意であるが，12世紀に生じたこの

用法も近代英語ではすたれて，今日では現在分詞形の形容詞による

一it　isδ800瓶πg　to　someone　to　do’の形式に代えられている。（2）

以下（7）までの用例は，それぞれ§20の（4）から（9）までのもの

の含む非人称動詞を定形動詞としているものである．“lt…to～”型

が非人称動詞の構文にもいかに浸透しているかが，これらの例証によ

って測り知られよう．なお（1）で非人称動詞に従的に付加される人を

示す本来与格の名詞がオo　uwilche　cristene　momeと前置詞toに

よる分析的形式で表わされているのは，新しい表現法を象徴している．

注意されるのは，（4）で人を示す名詞a　manが非人称動詞semeか

ら明確に離れた位置に表現されていることである．これも発生的には，

（7）における＆manと同様，与格でsemeに意味上つながるもの

であったが，ここではむしろあとの不定詞to五an…に密着させられ

ている．結果としては，特に中英語期にラテン語の影響で発達した不

定詞付き対格（Accusative　with　in且nitive）の構造をなしており，a

manはあとに続くto五an・・に対し意味上主語としての関係を示す

ようになっているものである．この構造は近代英語では一般にforに

先立たれる形式か，さもなければさらに論理的な従節の構造に取って

代えられている．

　また聖書のAnglo－Saxon訳との対比上，Wycli飾訳の例を挙げれ
ば，

　　　（8）　Hou　therefore　shulen　the　scripturis　be　fulfillid～　for

　　so乞6be五〇uet五60わθdone．一ハf伽6，xxvi．54（cf．§11（1））．／（9）
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　　5if　the　cause（＝case）of　a　man　with　a　wijf　is　so，露

　　spee（iith　nat　60ω844θ．一跡α記．xix．10　（cf．9　（8））．

　（8）では，非人称動詞がAnglo－Saxon訳のgebyrianからbe－

houen（＞behove）に代えられているが，同じ（Ba’ii）型は保持され

ている。しかしAnglo－Saxon訳で他の構造の（Aaii）型をなす％観．

xviii．33（cf．§7（3））や（Baii）型をなすJioんπix，4（cf．§9（2））

も，Wyc1遣e訳では上の（8）と同じく，behouenを用いた（Ba’ii）

型に代わっている・（9）はAnglo－Saxon訳で（Baii）型をなしたも

のがやはり（Ba’ii）型となって現われているものである，非人称動詞

もfremanからspeden（＜OE　sp84αηsucceed，prosper　l　cf．Mod

E　spθθd）に代わっている，spedenはWycli鉦eのころから‘be　prof－

itable　or　usefurの意でこの種の構造に用いられ始めたが，その用

法は15世紀のうちに廃用となっている．

　23　（b）不定詞が述語動詞に先立つ場合　不定詞がみずから述語

動詞の前に立ちうるというのは，その本来の従属的な副詞性から脱却

し，主格的機能を無拘束に発揮しうるようになった証拠と言える．古

英語ではほとんどその用例は見られなかった（cf．§12）が，中英語で

は文脈上の強調や韻律の関係はあるにせよ，とにかく下のような用例

が挙げられるようになっている．なおこの用法が，通例自立的な名詞

性を発達させていない単純不定詞には見られないということも，当然

である．

　　（1）T・sθ・ん8hyneislyhtlyc五ping．一丁んθ0蛎απ撹んθ

　MOgん哲伽gαZθ，」．1759，（＝To　seek　him　is　an　easy　t五ing．）／（2）

　　一オoゐZα肌pe　broiper　was　pam　laith…一〇％780γぬπ臨，C．

　　1102・（＝to　blame　the　brother　was　hateful　to　tllem．）／（3）

　Such　a　sowme　he至er　slowe　bi　pat　pe　sunne　heldet，Of　dos

　an（10f　oper（iere，604θ況θwere　wonder．一Sかσαωαμd｝pθ

　θγθπεKπ即5ラ1321－2，（＝How　many　does　and　ot五er　animals

　he　llad　killed　there　by　tlle　time　t五e　sun　set，it　would　be

　wonderful　to　ju（1ge．）／（尋）He　seith　that60bθwedded　is　no
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　　sime；…一Chaucer，（λT，“丁五e　Tale　of　the　Wyf　of　Ba比e，，

　　51．（＝H：e　says　t五at　to　be　married　is　no　sin．）／（5）To伽θπ

　　in　delyt　was　ever　llis　wone，…一ld．，（λT，，ProL335，（＝To

　　live　in　deligllt　was　always　his五abit，）／（6）ToオθZZθall　wolde

　　passen　any　bible　Tllat　o－wher　is；…一ld．，（λヱ，“The　Cha－

　　nouns　Yemannes　Tale”304－5．（篇To　tell　all　would　pass

　　any　book　in　the　world．）

　このうち（1）から（5）までは，すぺて不定詞に続く述部はrbe＋

叙述語」をなしているが，（6）では叙述動詞として一般の動詞が用い

られている．主語としての不定詞の用法に一つの新局面を開いた例と

言える．

　なおChaucerには，一旦前置詞付き不定詞で文を始め，改めてそ

れを受けてitを述語動詞の前に表現している例が見られる．構造上

（Ba’）型の要素が混入したものであるが，itは韻律上の必要から用

いられて，不定詞句を一層浮き立たせると同時に，全体の文勢に適度

な抑揚を添える効果をもっている．

　　　（7）Toδ8θπavysed　greet　wisdom髭were，Er　t五at　he　dide

　　a　man　a　dishonour．一ld．，α7、，“The：Pardoners　Tale”362

　　－3．（＝lt　would　be　very　wise　to　be　cautious，before　he（1i（i

　　you＆dishQnour．）／（8）Ne　me60Zoかθ，a　wonder　isπnought；

　　・・一ld．，7’roπ％3απdσ甥38μθII，743．（＝It　is　llo　wonder　at

　　alltoloveme。）

（II）　名詞的主格叙述語

　24　不定詞が主語としての自立性を確立して述語動詞の前にも自由

に立ちうるようになるにつれて，当然それがbeなどのあとの位置に，

機能上主語と対等な名詞的叙述語となる性能も発達する．§13に述ぺ

たように，古英語では，主語としての不定詞との意味上の識別が困難

であるということもあったが，この用法の例はまれにしか見られなか

った．この種の機能は，英語の構文法の一般にわたって分析化が完遂
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し，語順が確立されて来ると同時に，自然に醸成されるものであるが，

この揚合（Bb）型構造の発達とほぼ平行して，中英語の後期に盛んに

なっている．

　　　（1）…pu…tellest　pat…al　my　reorde　is　wonyng　Andむo抗θγθ

　　gryslych　ping・一丁んθ　oωz　απdl　読θ　疏η耐ゼπ9認8，　J．　309－12．

　　（ニyou　say　that　all　my　speecll　is　wailing　and　to　llear　grisly

　　things，）／（2）…mi　mester　is　む0　40π　riht　and　riht　／bπ…一

　　S卿Zθ3昭αγ4ε536（q．Sanders）．（＝my　business　is　to　do　right

　　an（1fin（i　right。）／（3）　The　firste　vertue…Is　εo　γ83‘γθッπθ　an（1

　　舵pθwel　thy　tollge．一C五aucer，（λ皿，“Tlle　Maunciples　Tale”

　　332－3．（＝The　first　virtue　is　to　restrain　and　keep　well　your

　　tongue、）／（4）…sime　is…al　that　men　coveiten　agayn　the　lawe

　　of　Jesu　Crist　l　an（1this　is／bγむo　s乞％πθin　herte，　in　mouth，

　　and　in　dede，…一1（L，（λ　T，，“The　Persones　Tale”959．（＝sin

　　is　all　thatロ1en　covet　against　the　law　of　Jesus　christ，and

　　t五is　is　to　sin　in　heart，in　mouth，an（1in　deed。）／（5）…to　love

　　god　is力γむo　Zo砂θthat　he　loveth，an（1んα亡8that　he　hateth．一

　　乃昭．307，（＝to　love　God　is　to　love　what　He　loves　an（1to

　　hate　what　He　hates．）

　（5）で主語にも同様な前置詞付き不定詞が用いられており，形式上

整然とした対句的陳述文を構成している．不定詞のこの用法は論理的

思考を反映し，主格的機能の表現法としても，かなり近代的発達の様

相を帯ぴたものである．

IV　結　　語

　25　以上筆者は中英語期末に至る英語の不定詞につき，その主格的

機能の発達の様相を関係の諸構造に着目しながら通観した．本来一種

の名詞の固定した斜格形に由来する不定詞は単純形では動詞の意義素

の表出手段として存続したが，明析な従属的機能単位であるべき前置

詞付き不定詞は新たに名詞相当の統語的価値を獲得した．この過程は
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漸進的ではあるが，古英語と中英語との二つの時期を対照して最も注

目される変遷は，単純不定詞の自立的名詞性の喪失と前置詞付き不定

詞の主格的地位への擁頭である．要するに，主格的不定詞の発達の動

向は具象的な非人称的構文法から抽象的な論理的構文法への推移であ

る，単純不定詞は具象的構文法のうちにその過応分野を見出したが，

前置詞付き不定詞は，絶えず本質的特性を潜めながら，論理的構文の

要素としての地位を確立しようとしたのである．

　前置詞付き不定詞のこの進出はほぼChaucerの英語をもってその

目的点に到達したと言える．しかし現代英語の現象から見れば・それ

はまだ不定詞の歴史の過渡期に過ぎない．近代にはいって，主格的不

定詞がどのような歩みを続けて来ているか，筆者は改めてこれを観察

する機会をもちたいと思う．


